
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、
創造的に考える力を養い、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

大修館書店「論理の国語」

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

態

論理国語国語

領域
評価規準

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付ける
ようにする。

知

【知識・技能】
・文や文章を効果的に組み立てたり接続したりす
るしかたについて理解を深めている。
・筆者の主張とその前提や反証などについて理解
を深めている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、内容や構成、論理の展
開をふまえながら要旨を把握している。
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結
論を導く論拠をとらえるとともに、批判的に検討
している。
・「読むこと」において、文章の内容を人間、社
会、自然などのテーマに結びつけて自分の考えを
深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進んで筆者の主張とその根拠や論拠をとらえよ
うとするとともに、内容に関して自らの考えをも
ち伝えようとしている。

○ ○ ○〇

１
学
期

1　世界・言葉・私
・筆者が定義することを的確に押さ
え、主張をとらえる。
・これからの時代における「書く」
「読む」力について、自分の考えを
もつ。

教材：
「世界を広げる『批評』の言葉」
「対話の精神」
「言葉を定義する」

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・訓練に関する筆者の意見につい
て自分の考えをもつ。
・現代において求められる「書
く」「読む」力についてとらえ
る。
・「批評」という行為の内実をと
らえる。
・批評する行為に関するまとめの
内容をとらえる。

○

〇

定期考査

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・「生ぐさい秘密の場所」の生ぐ
さい」の意味。
・「特殊から普遍への巧まざる跳
躍」とはどういうことか。
・「部分的な具象の放棄による、
ある全体性への偶然の肉迫」とは
どういうことか。
・「それらに比較して」とは、何
と何がどのように比較されている
のか。
・「生命の変幻自在な輝き」はな
ぜもたらされるのか。

〇

○ ○

○ ○

２ 芸術と文化
・比喩的な表現に注意しつつ、論の
展開をとらえる。
・筆者の主張をふまえて、美しさに
ついて、理解を深める。

教材：
「ミロのヴィーナス」
「余白の美学」
「具体的/抽象的に書く」

○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこ
とを通して、語感　を磨き語彙を豊かにしてい
る。言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思
考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などを的確にとらえ
、論点を明確にしながら要旨を把握している。
・「読むこと」において、文章の構成や論理の展
開、表現のしかたについて、書き手の意図との関
係において多面的・多角的な視点から評価してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、本文中の比喩表現に注意し
つつ、粘り強く筆者の主張をとらえようとしてい
る。

〇〇

〇 ○ ○

（F組：金井）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

論理国語

配当
時数

（A組：森脇）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語 2

（B組：森脇） （C組：森脇） （D組：金井） （E組：金井）

○○ 8

1

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこ
とをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、資料との関係を把握し、内容や構成を的確に
とらえている。
・「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、統計資料と本文との関係に
注目しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえようと
している。

３　共同体のいま

・統計資料や事例と筆者の主張との
関係をとらえる。
・社会構造の変化が、思考・感情に
影響を与えることについて考えを深
める。

教材：
「家族化するペット」
「コミュニティから見た日本」
「統計資料から分析したことを書
く」

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・機能不全の家族に代わってペッ
トの存在感が増していることを指
摘し、現代の家族の姿を理解す
る。
・本文中の二つのグラフから読み
取れる傾向を理解し、これを根拠
として論理の展開を追えるように
する。
・統計資料から読み取ったことと
自身の主張とをうまく結びつけら
れるようにする。

1

8

定期考査



1○ ○

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこ
とをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資料を
もとに、書き手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を深めている。
・「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、敬語のもつ働きに注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえようとしてい
る。

○

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりするため
に必要な語句の量を増すとともに、語句や語彙の
構造や特色、用法および表記の仕方などを理解
し、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。
・主張と論拠など情報と情報との関係について理
解している。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考えやことがら
が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明のしか
たを考えるとともに、文章の種類や、文体、語句
などの表現のしかたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・積極的に、課題に沿った「提案に必要な要
素」を挙げようとしている。

〇 〇 〇 8

○

２
学
期

定期考査

５　日本語の多様性
・敬語についての筆者の主張と論理
の展開を的確につかむ。
・敬語や若者言葉など、言葉と社会
の関係に興味をもち、考えを深め
る。

教材：
「敬語への自覚、他者への自覚」
「方言コスプレ現象」
「情報を集めて分類する」

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・社会生活のさまざまな場面で言
葉を使い分ける必要性や、使い分
けの効用について考える。
・自分たちの使っている言葉につ
いて、あらためて考え直す。
・自身の用いる言葉について、あ
らためて考えを深める。
・レポート作成などの活動に向け
て、情報を集めて整理できるよう
にする。

〇 〇

〇 〇

〇 〇

４　科学の可能性
・論理の展開を的確に押さえ、筆者
の主張をとらえる。
・科学技術の進歩と人間の本質につ
いて、考えを深める。

教材：
「自己をモデル化する知能」
「科学は生きている」
「人工知能の可能性と罠」
「立場を明確にして書く」

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・人間を人間たらしめている「コ
ア」とは何か、という問いを考え
る。
・私たちは科学とどのように向き
合うべきかを考える。
・人間と機械の協働の重要性を考
える。
・自分の立場を決めた上で、根拠
を示しながら論理的に意見を述べ
られるようにする。

〇

６　思考の枠組み
・提案を検討する際に必要な要素を
押さえる。
・効果的な表現や資料の提示のしか
たを工夫する。
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・ものの見方や認識について考え
を深め、日頃当たり前に接してい
るものごとについて、視点を変え
て掘り下げてみることの大切さを
学ばせる。
・「見る」ことと「観察」するこ
ととの違いを、適切な素材を利用
しながら平易に解き明かし、視覚
情報からより多くの情報を読み取
る術を理解する。
・アナログとデジタルの違いを具
体的な地図の働きを例に取ること
で、実感をもって理解する。
・図版から情報を読み取り、それ
を分析する。

定期考査

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこ
とをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思
考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、主張を支える根拠や結
論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥
当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。
・「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、論理の展開に注目しつつ、
粘り強く筆者の主張をとらえようとしている。

〇

〇 〇 8

〇 〇 8

1



8

３
学
期

８　グローバル化の先へ
・文章全体の構成を意識して、筆者
の主張をとらえる。
・文明と海や人との関係を知り、普
遍的な文明について理解を深める。

教材：
「心に『海』を持って」
「世界は、いま」
「グローバリゼーションと文化」
「調べたことをレポートにまとめ
る」

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・大量の文明が流入する現代にお
いて、日本人一人一人が覚悟を
もって世界標準を受容する必要が
あることを理解する。
・「西欧化」「近代化」「国際
化」「グローバル化」といった
キーワードで世界の動きを読み解
き、国際人として必要な問題意識
を持つ。
・グローバリゼーションと文化
の関係を、重層的な位相で見るこ
との重要性を理解する。

〇 〇

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこ
とをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、関連する文章や資料を
もとに、書き手の立場や目的を考えながら、内容
の解釈を深めている。
・「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、文章全体の構成に注目しつ
つ、粘り強く筆者の主張をとらえようとしてい
る。

〇 〇 〇

〇

8

７　社会の原点
・論の展開のしかたや、具体的なエ
ピソードの意図を理解する。
・言語・法・貨幣がどのような存在
かを読み取り、社会に対する認識を
深める。

教材：
「社会的実在としての言語・法・貨
幣」
「分かち合う社会」

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活
用する。
・言語によって人間は社会を広
げ、その秩序を守るために法と貨
幣が設定されたという流れを受
け、これらは人間社会の成立を担
う媒介であり、社会的な実在であ
ることを理解する。
・「食物を政治的な手段にする」
ことを避ける知恵について考察す
る。
・他者の指摘を進んで受け入れる
柔軟な姿勢を養う。

〇 〇 〇 〇

定期考査

【知識・技能】
・論証したり学術的な学習の基礎を学んだりする
ために必要な語句の量を増し、文章の中で使うこ
とをとおして、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。言葉の意味内容をあらためて考え、認識や思
考と言葉との関係を理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などを的確にとら
え、論点を明確にしながら要旨を把握している。
・「読むこと」において、人間、社会、自然など
について、文章の内容や解釈を多様な論点や異な
る価値観と結びつけて、新たな観点から自分の考
えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・学習課題に沿って、具体的なエピソードに注目
しつつ、粘り強く筆者の主張をとらえようとして
いる。

〇

1

合計

70

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： ( ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚をも
ち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

12

漢文
故事/ズームアップ　訓読の歴史

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

【知識・技能】
時間の経過による言葉の変化や、古典が現代
の言葉の成り立ちにもたらした影響について
理解している。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、古典の作品や文章を
多面的・多角的な視点から評価することを通
して、我が国の言語文化について自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力】
朗読から受ける印象の違いを話し合う活動に
おいて、積極的に話し合いに参加している。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○ ○〇

１
学
期

古文
説話/大江山（十訓抄）
説話/兼盛と忠見（沙石集）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「丹後へ遣はしける人は参りたり
や」とは、どのようなことを言おう
としたのか説明する。
・「大江山……」の歌で、小式部内
侍が伝えようとしたことを説明す
る。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放ち
て、逃げられけり」とは、誰がなぜ
そのようにしたのか説明する。
・「大江山」はどのような教訓を示
すために収録されていると考えられ
るか話し合う。

態

12

定期考査

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・　第二段落では、何が「すさまじ
きもの」とされているか。まとめ
る。
・「ゆるぎありきたるも、いとをか
し。すさまじげなり」とはどういう
ことか。説明する。
・現代語「すさまじい」の意味を調
べ、古語「すさまじ」からの意味変
遷の歴史をまとめる。

12

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に
捉えている。
【学びに向かう力】
「すさまじ」の意味変遷の歴史について進ん
で調べ、学習の見通しをもって本文理解を深
めようとしている。

〇 6

1

6

〇

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・訓読で教材を朗読する。
・音読みによる直読で教材を朗読す
る。
・口語訳で教材を朗読する。
・三種類の朗読から受ける印象の違
いを話し合う。

古典総合国語

領域
評価規準

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに， 我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

知

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、必要に応じて書き手
の考えや目的、意図を捉えて内容を解釈する
とともに、文章の構成や展開、表現の特色に
ついて評価している。
【学びに向かう力】
積極的に説話が示す教訓性について考察し、
学習課題に沿って話し合いに参加しようとし
ている。

○ ○ ○

古文
歌物語/初冠（伊勢物語）
歌物語/渚の院（伊勢物語）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・それぞれの歌について修辞法を確
認する。
・「男」が着ていた「狩衣の裾」を
切り取って歌を書いたのはなぜか、
考える。
・「かくいちはやきみやび」とは
「男」のどのような言動を指して
言ったものか、説明する。
・「春日野の……」の歌と「みちの
くの……」の歌の類似点・相違点を
考える。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典
などを読み、その内容の解釈を深め、作品の
価値について考察している。
【学びに向かう力】
粘り強く「春日野の…」歌と「みちのくの
…」歌を比較し、学習課題に沿って類似点・
相違点を整理しようとしている。

○ ○ ○

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

数研出版「高等学校　古典探究」

〇

○ ○

定期考査
○ ○

○ ○

古文
随筆㈠/すさまじきもの（枕草子）
随筆㈠/大納言殿参り給ひて（枕草
子）
随筆㈠/御前にて人々とも（枕草
子）

○ ○

（F組：久保田有里子）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

古典総合

配当
時数

（A組：金井麻希）

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 古典総合 3

（B組：久保田有里子）（C組：金井麻希） （D組：久保田有里子）（E組：久保田有里子）

〇 ○

1

【知識・技能】
古典の作品や文章に表れている、言葉の響き
やリズム、修辞などの表現の特色について理
解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
【学びに向かう力】
漢詩の創作に粘り強く取り組んでいる。

漢文
漢詩/ズームアップ　漢詩を作って
みよう

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・単元内の教材の学習を踏まえて、
漢詩の規則を確認する。
・「春」をテーマとした七言絶句を
作る。

○



２
学
期

9

漢文
思想/探究の扉　未来に備える遺伝
子

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「未来に備える遺伝子」を読ん
で、単元内で学習した諸子百家の文
章に見える考え方との共通点を考え
る。
・諸子百家の文章から現代に通じる
考え方を探し、文章としてまとめ
る。

〇 〇

【知識・技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方に親し
み、自分のものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用について理解を深
めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、古典の作品や文章に
ついて、内容や解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力】
諸子百家の文章から現代に通じる考え方を粘
り強く見いだし、積極的に文章に表そうとし
ている。

○ ○ ○ 6

定期考査

○ ○ 1

1

9

○ ○

古文
随筆㈡/ゆく河の流れ（方丈記）
随筆㈡/養和の飢饉（方丈記）
随筆㈡/あだし野の露（徒然草）
随筆㈡/花は盛りに（徒然草）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「世の中にある人と栖と、またか
くのごとし」について、「人と栖」
が何とどのように同じなのか、説明
する。
・「無常」に対する作者の考えにつ
いて、説明する。

〇 〇

【知識・技能】
古典の作品や文章に表れている、言葉の響き
やリズム、修辞などの表現の特色について理
解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に
捉えている。
【学びに向かう力】
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って
作者の考えを説明しようとしている。

○ ○ ○

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、古典の作品や文章に
ついて、内容や解釈を自分の知見と結び付
け、考えを広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力】
登場人物の心情とそこから浮かび上がる人物
像について粘り強く考察し、今までの学習を
生かして話し合いに参加しようとしている。

古文
物語/光源氏誕生（源氏物語）
物語/小柴垣のもと（源氏物語）
日記文学㈠/東路の道の果て（更級
日記）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・帝が「桐壺の更衣」を寵愛するこ
とに対し、まわりの人々はどう思っ
たか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」と
に対する帝の接し方の違いを説明す
る。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の
人物像について考える。

漢文
史伝/鴻門之会・四面楚歌

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めるている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に
捉えている。
【学びに向かう力】
本文から読みとった項羽や劉邦の人物像を踏
まえて、作中の行動の経緯・理由を粘り強く
考察し、主体性をもって話し合いに参加しよ
うとしている。

〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇 12

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「鴻門の会」の読解を踏まえ、劉
邦が鴻門から脱出することができた
理由を考えて話し合う。
・「四面楚歌」「項王自刎」の読解
を踏まえ、項羽が江東に帰らなかっ
た理由を考えて話し合う。

定期考査



6

漢文
文章/売油翁

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・単元内の教材の学習を踏まえて、
道家思想が後世の文章に影響を与え
た経緯を学習する。
・「売油翁」の末尾一文の意味を、
典故となる『荘子』の文章を踏まえ
て考え、グループで話し合う。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めるている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、作品の成立した背景
や他の作品などとの関係を踏まえながら古典
などを読み、その内容の解釈を深め、作品の
価値について考察している。
【学びに向かう力】
「売油翁」の末尾一文の意味について、グ
ループでの話し合いにおいて積極的に意見を
発表している。

○ ○ ○

定期考査

〇 〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読
のきまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に
捉えている。
【学びに向かう力】
登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物
像について粘り強く考察し、学習課題に沿っ
てまとめようとしている。

1

合計

105

〇

３
学
期

〇

古文
歴史物語/花山天皇の出家（大鏡）
歴史物語/南院の競射（大鏡）
軍記物語/忠度の都落ち（平家物
語）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「さりとて」「さりとも」「さる
こと」の「さり」「さる」が指す内
容を説明する。
・花山天皇の出家はどのように行わ
れたのか、道兼の行動に注意しなが
らまとめる。
・花山天皇と道兼の人物像をまとめ
る。

〇〇 10



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書： ( ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

（AB組：金井麻希） （CD組：金井麻希）

国語 古典基礎
国語 古典基礎 2

古典基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに， 我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げた
り深めたりすることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

数研出版「高等学校　古典探究」

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに，言語感覚を磨き，我が国の言語文化の担い手としての自覚を
もち，生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

思 態
配当
時数

１
学
期

古文
説話/大江山（十訓抄）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「丹後へ遣はしける人は参りたり
や」とは、どのようなことを言おう
としたのか説明する。
・「大江山……」の歌で、小式部内
侍が伝えようとしたことを説明す
る。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放ち
て、逃げられけり」とは、誰がなぜ
そのようにしたのか説明する。
・「大江山」はどのような教訓を示
すために収録されていると考えられ
るか話し合う。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、必要に応じて書き手の
考えや目的、意図を捉えて内容を解釈するとと
もに、文章の構成や展開、表現の特色について
評価している。
【学びに向かう力】
積極的に説話が示す教訓性について考察し、学
習課題に沿って話し合いに参加しようとしてい
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 5

古文
歌物語/初冠（伊勢物語）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・それぞれの歌について修辞法を確
認する。
・「男」が着ていた「狩衣の裾」を
切り取って歌を書いたのはなぜか、
考える。
・「かくいちはやきみやび」とは
「男」のどのような言動を指して
言ったものか、説明する。
・「春日野の……」の歌と「みちの
くの……」の歌の類似点・相違点を
考える。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典など
を読み、その内容の解釈を深め、作品の価値に
ついて考察している。
【学びに向かう力】
粘り強く「春日野の…」歌と「みちのくの…」
歌を比較し、学習課題に沿って類似点・相違点
を整理しようとしている。

○ ○ ○ 5

漢文
故事/ズームアップ　訓読の歴史

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・訓読で教材を朗読する。
・音読みによる直読で教材を朗読す
る。
・口語訳で教材を朗読する。
・三種類の朗読から受ける印象の違
いを話し合う。

〇

【知識・技能】
時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の
言葉の成り立ちにもたらした影響について理解
している。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、古典の作品や文章を多
面的・多角的な視点から評価することを通し
て、我が国の言語文化について自分の考えを広
げたり深めたりしている。
【学びに向かう力】
朗読から受ける印象の違いを話し合う活動にお
いて、積極的に話し合いに参加している。

○ ○ ○ 5

1

古文
随筆㈠/すさまじきもの（枕草子）
随筆㈠/大納言殿参り給ひて（枕草
子）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・　第二段落では、何が「すさまじ
きもの」とされているか。まとめ
る。
・「ゆるぎありきたるも、いとをか
し。すさまじげなり」とはどういう
ことか。説明する。
・現代語「すさまじい」の意味を調
べ、古語「すさまじ」からの意味変
遷の歴史をまとめる。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
【学びに向かう力】
「すさまじ」の意味変遷の歴史について進んで
調べ、学習の見通しをもって本文理解を深めよ
うとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査

○ ○



１
学
期

古文
随筆㈠/すさまじきもの（枕草子）
随筆㈠/大納言殿参り給ひて（枕草
子）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・　第二段落では、何が「すさまじ
きもの」とされているか。まとめ
る。
・「ゆるぎありきたるも、いとをか
し。すさまじげなり」とはどういう
ことか。説明する。
・現代語「すさまじい」の意味を調
べ、古語「すさまじ」からの意味変
遷の歴史をまとめる。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
【学びに向かう力】
「すさまじ」の意味変遷の歴史について進んで
調べ、学習の見通しをもって本文理解を深めよ
うとしている。

○ ○ ○ 6

○ ○

6

定期考査

○ ○ 1

漢文
漢詩/ズームアップ　漢詩を作って
みよう

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・単元内の教材の学習を踏まえて、
漢詩の規則を確認する。
・「春」をテーマとした七言絶句を
作る。

〇 〇

【知識・技能】
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きや
リズム、修辞などの表現の特色について理解を
深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て，構成や展開などを的確に捉えている。
【学びに向かう力】
漢詩の創作に粘り強く取り組んでいる。

○ ○ ○

〇 8

漢文
史伝/鴻門之会

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「鴻門の会」の読解を踏まえ、劉
邦が鴻門から脱出することができた
理由を考えて話し合う。
・「四面楚歌」「項王自刎」の読解
を踏まえ、項羽が江東に帰らなかっ
た理由を考えて話し合う。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めるている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
【学びに向かう力】
本文から読みとった項羽や劉邦の人物像を踏ま
えて、作中の行動の経緯・理由を粘り強く考察
し、主体性をもって話し合いに参加しようとし
ている。

〇 〇 〇 6

古文
物語/光源氏誕生（源氏物語）
物語/小柴垣のもと（源氏物語）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・帝が「桐壺の更衣」を寵愛するこ
とに対し、まわりの人々はどう思っ
たか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」と
に対する帝の接し方の違いを説明す
る。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の
人物像について考える。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、古典の作品や文章につ
いて、内容や解釈を自分の知見と結び付け、考
えを広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力】
登場人物の心情とそこから浮かび上がる人物像
について粘り強く考察し、今までの学習を生か
して話し合いに参加しようとしている。

〇 〇

1

古文
随筆㈡/ゆく河の流れ（方丈記）
随筆㈡/あだし野の露（徒然草）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「世の中にある人と栖と、またか
くのごとし」について、「人と栖」
が何とどのように同じなのか、説明
する。
・「無常」に対する作者の考えにつ
いて、説明する。

〇 〇

6

定期考査

【知識・技能】
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きや
リズム、修辞などの表現の特色について理解を
深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
【学びに向かう力】
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作
者の考えを説明しようとしている。

○ ○ ○ 6

漢文
思想/探究の扉　未来に備える遺伝
子

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「未来に備える遺伝子」を読ん
で、単元内で学習した諸子百家の文
章に見える考え方との共通点を考え
る。
・諸子百家の文章から現代に通じる
考え方を探し、文章としてまとめ
る。

〇 〇

定期考査

３
学
期

古文
歴史物語/花山天皇の出家（大鏡）
歴史物語/南院の競射（大鏡）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「さりとて」「さりとも」「さる
こと」の「さり」「さる」が指す内
容を説明する。
・花山天皇の出家はどのように行わ
れたのか、道兼の行動に注意しなが
らまとめる。
・花山天皇と道兼の人物像をまとめ
る。

【知識・技能】
先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、
自分のものの見方、感じ方、考え方を豊かにす
る読書の意義と効用について理解を深めてい
る。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、古典の作品や文章につ
いて、内容や解釈を自分の知見と結び付け、考
えを広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力】
諸子百家の文章から現代に通じる考え方を粘り
強く見いだし、積極的に文章に表そうとしてい
る。

○ ○ ○

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
【学びに向かう力】
登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像
について粘り強く考察し、学習課題に沿ってま
とめようとしている。

〇 〇 〇

２
学
期

8

○ ○ 1
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３
学
期

古文
歴史物語/花山天皇の出家（大鏡）
歴史物語/南院の競射（大鏡）

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・「さりとて」「さりとも」「さる
こと」の「さり」「さる」が指す内
容を説明する。
・花山天皇の出家はどのように行わ
れたのか、道兼の行動に注意しなが
らまとめる。
・花山天皇と道兼の人物像をまとめ
る。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、古典特有の表現に注意して内容を的確に捉
えている。
【学びに向かう力】
登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像
について粘り強く考察し、学習課題に沿ってま
とめようとしている。

〇 〇 〇

○ ○ ○ 4

8

定期考査

漢文
文章/売油翁

・「ロイロノート」「Teams」等の
ツールを用い、一人１台端末を活用
する。
・単元内の教材の学習を踏まえて、
道家思想が後世の文章に影響を与え
た経緯を学習する。
・「売油翁」の末尾一文の意味を、
典故となる『荘子』の文章を踏まえ
て考え、グループで話し合う。

〇

【知識・技能】
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読の
きまりについて理解を深めるている。
【思考・判断・表現】
「読むこと」において、作品の成立した背景や
他の作品などとの関係を踏まえながら古典など
を読み、その内容の解釈を深め、作品の価値に
ついて考察している。
【学びに向かう力】
「売油翁」の末尾一文の意味について、グルー
プでの話し合いにおいて積極的に意見を発表し
ている。

〇 〇

1

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第２学年　A・B組，C・D組

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○ 3

３
学
期

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、構
想、考察したことを効果的に説明したりそれらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される
日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

世界史基礎

○ ○ 2

第4章2節 ギリシア人の都市国家 ①ポリスの特徴およびそこでの人々の生活について、
オリエントの都市国家と比較したうえで理解する。
②スパルタが軍国主義をしいた理由を多面的・多角的
に考察し表現する。
③民主政発達の経緯および現代の民主主義との相違点
について理解する。
④ギリシアの諸ポリスがマケドニアに敗れた要因を多
面的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】アテネにおいてどのような経緯で民主政が出現したの
か、またギリシア文化にはどのような特徴があるのかを理解してい
る。
【思考・判断・表現】オストラコンなどの考古学的資料や「ペリクレ
スの演説」などの資料をもとに、ギリシアの人の社会の特徴を多面
的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】古代ギリシアについて、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを

○ ○ ○ 9

1

第4章3節 ローマと地中海支配 ①ローマ共和政の特徴について、ギリシア民主政と比
較したうえで多面的・多角的に考察し表現する。
②地中海における領土拡大がローマ共和政に与えた影
響を理解する。
③ローマの内乱の発生から終息までの経緯を理解す
る。
④「ローマの平和」が地中海世界に与えた影響を理解
する。

【知識・技能】ローマがどのような経緯で都市国家から帝国にいたっ
たのか、またローマ人の文化にはどのような特徴があるのかを理解し
ている。
【思考・判断・表現】モザイク画などの図像資料や「神皇アウグス
トゥス業績録」などの資料をもとに、ローマが地中海世界を統一し、
それを維持できた理由を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】古代ローマについて、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを

○ ○ ○ 9

①南アジアの多様性を生み出した地理的環境について
理解する。
②南アジア最古の文明であるインダス文明が栄えた場
所の特徴を理解する。
③アーリヤ人の進入が南アジアにもたらした変化につ
いて多面的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】南アジアが南北に大きく二分されること、それぞれの
風土に適合した生活が古くから営まれていたことを理解している。
【思考・判断・表現】ヴァルナ制やジャーティ集団の成立をもとに、
アーリヤ人社会に富や地位の差が生まれていった背景や原因を考察し
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】南アジアの古代文明について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見
通しを持って学習に取り組もうとしている。

○

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史的展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴
史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚な
どを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 世界史基礎
2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的条件や日本
の歴史と関連付けながら理解しているとともに、諸資料から世界の歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義、特色などを、時
期や年代、推移、比較、相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して、
概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握
し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説
明したり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理歴史

世界史基礎

○ ○

地理歴史

教科担当者　　小山純也

使用教科書：詳説世界史（山川出版社）

○

①東アジアでは、気候の異なる地域が混在していたこ
とを理解し、それぞれの気候が各地の生業などに与え
た影響を考察し表現する。
②殷と周の支配形態を比較し、共通点と相違点を理解
する。
③春秋時代と戦国時代を比較し、とくにそれぞれの秩
序について違いを見出す。
④戦国時代の社会において、鉄器の普及がおよぼした

【知識・技能】東アジア各地の風土が、それぞれの地で多様な生業と
それに基づく先史文化を生み出したこと、各地で人々の移動や交流が
おこなわれたことを理解している。
【思考・判断・表現】青銅器や獣骨など考古学的資料や『春秋左氏
伝』などの資料をもとに、当時の政治や支配のあり方を多面的・多角
的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】中国の古代文明について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通し

○ ○ ○ 4

①北米と中南米の先住民社会を比較し、共通点と相違
点を理解する。
②中南米にさまざまな先住民文明が栄えたことを理解
し、そこでの支配の在り方を多面的・多角的に考察し
表現する。

【知識・技能】南北に長く広がるアメリカ大陸の各地で、それぞれの
地域の環境に適応した文化・文明が発展したことを理解している。
【思考・判断・表現】南北アメリカ文明に共通する特徴、とくにユー
ラシアやアフリカの古代文明とは異なるものを多面的・多角的に考察
し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】南北アメリカ文明について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通
しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 2

①中央ユーラシアの人々が営んでいた生活と風土との
関係を理解する。
②騎馬遊牧民が強大な国家を築くことができた理由を
多面的・多角的に考察し表現している。
③遊牧国家の興亡がユーラシア大陸の東西にもたらし
た変動を理解する。
④オアシス民と遊牧民の関係を多面的・多角的に考察
し表現する。

【知識・技能】中央ユーラシアの厳しい環境に適応した遊牧民やオア
シス民の生活のありさまや、彼らの周辺の諸勢力との関係を理解して
いる。
【思考・判断・表現】風土を示す写真や『史記』匈奴列伝などの資料
をもとに、中央ユーラシアの人々の動向が、世界の歴史に与えた影響
を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】中央ユーラシアの動向について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、

○

○ ○ 5

１
学
期

第1章2節　古代オリエント文明とその周辺 ①オリエントの風土と、その文明の歴史的特質の関係
を多面的・多角的に考察し表現する。
②都市国家に富や権力が集まった理由を多面的・多角
的に考察し表現する。
③メソポタミア文明が今日に残した文化的遺産を理解
する。
④エジプト王国が長期にわたって安定した支配を続け
られた理由を多面的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】都市の成立や文字の使用など、古代文明に共通する歴
史的特質を理解している。
【思考・判断・表現】壁画や粘土板などの資料をもとに、自然環境と
生活や文化との関連性、農耕・牧畜の意義などを多面的・多角的に考
察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】文明の誕生について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

２
学
期

定期考査

第1章4節　中国の古代文明

第1章5節　南北アメリカ文明

第2章1節 中央ユーラシア――草原とオアシスの世界

第2章2節 秦・漢帝国 ①新たに現れた「皇帝」の特質について、それまでの
「王」と比較しながら理解する。
②漢の支配体制の変遷を理解する。
③統一国家の出現が社会や文化に与えた影響を、多面
的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】秦・漢といった統一国家の支配体制について、それま
での春秋・戦国時代と比較したうえで理解している。
【思考・判断・表現】兵馬俑や青銅貨幣など考古学的資料や『塩鉄
論』禁耕などの資料をもとに、秦・漢の時代に生じた地域間の結びつ
きの変化や、統一国家の出現が社会や文化に与えた影響を多面的・多
角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】秦・漢帝国について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを

第4章1節 イラン諸国家の興亡とイラン文明

第2章4節 東アジア文化圏の形成 ①唐の勢力圏の広がりを理解する。
②唐代初期の社会の特徴を多面的・多角的に考察し表
現する。
③唐の制度や文化が近隣諸国に与えた影響について理
解する。
④安史の乱前後の唐の制度や社会の変化を多面的・多
角的に考察し表現する。
⑤突厥・ウイグルと隋・唐の関係を理解する。

【知識・技能】隋・唐の社会や制度、支配体制について、それまでの
時代や他の地域との違いや、時期ごとの変化をふまえたうえで理解し
ている。
【思考・判断・表現】壁画などの図像資料や『旧唐書』輿服志などの
資料をもとに、隋・唐の社会の特徴や近隣諸国への影響を多面的・多
角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

①アケメネス朝が広大な領域に中央集権的支配を築こ
とができた背景や要因を理解している。
②パルティアとササン朝の繁栄の背景や要因を理解す
る。
③パルティアとササン朝が東西の文明の間で担った役
割を多面的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】アケメネス朝、パルティア、ササン朝といったイラン
諸国家がそれぞれどのように興亡したのかを理解している。
【思考・判断・表現】ササン朝と法隆寺の「獅子狩」図案などの資料
をもとに、イラン文明が世界の諸地域に与えた影響を多面的・多角的
に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】イラン文明について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ 1

定期考査 ○ ○ 1

○

定期考査

第3章2節 インド古典文化とヒンドゥー教の定着 ①グプタ朝における宗教や文化の展開を理解する。
②８～10世紀の諸勢力が割拠した時代における各地の
政権の政策を理解する。
③ヒンドゥー教が南アジアの社会に根づいていった背
景を多面的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】インド古典文化の黄金期とされるグプタ朝において、
文化がどのように展開したのかを理解している。
【思考・判断・表現】それまで仏教やジャイナ教が盛んだったことを
ふまえたうえで、ヒンドゥー教が社会に根づいていった背景を多面
的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】インド古典文化とヒンドゥー教につ
いて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見
出して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

第2章3節 中国の動乱と変容 ①遊牧民族の動きと魏晋南北朝の動乱との関係につい
て理解する。
②魏晋南北朝時代に仏教や道教が力を持つようになっ
た要因や背景を、多面的・多角的に考察し表現する。
③魏晋南北朝時代の中国の情勢が、朝鮮や日本に与え
た影響について理解する。

【知識・技能】魏晋南北朝の動乱がどのように展開したのかについ
て、遊牧民族との関わりもふまえたうえで理解している。
【思考・判断・表現】「女史箴図」などの図像資料や『顔氏家訓』な
どの資料をもとに、魏晋南北朝時代の社会の特徴を多面的・多角的に
考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】魏晋南北朝の動乱について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通
しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 7

○ ○ 3

○

4

第1章3節　南アジアの古代文明

1

○ ○

○

【知識・技能】南アジアで生まれたさまざまな宗教が、南アジアの社
会や周辺諸地域へ与えた影響を理解している。
【思考・判断・表現】インド洋航海図（地図）や『エリュトゥラー海
案内記』などの資料をもとに、インド洋交易の広がりを多面的・多角
的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】南アジアで生まれた諸宗教につい
て、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 2

○ 4

○ ○

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 2

定期考査 ○

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第3章1節 仏教の成立と南アジアの統一国家 ①仏教やジャイナ教などの新たな宗教に共通する点に
ついて理解する。
②南アジア最初の統一王朝であるマウリヤ朝のもとで
の仏教の発展について理解する。
③クシャーナ朝と周辺諸地域との関係を多面的・多角
的に考察し表現する。
④「海の道」の交易における南インドの役割を多面
的・多角的に考察し表現する。



第4章4節 キリスト教の成立と発展 ①キリスト教の成立の経緯を理解している。
②ローマ帝国によるキリスト教への対応を多面的・多
角的に考察し表現する。

【知識・技能】勢力を拡大させていたキリスト教をローマ帝国がどの
ように利用しようとしたのかを理解している。
【思考・判断・表現】当時の地中海世界の状況をふまえたうえで、キ
リスト教が急速に広がった理由を多面的・多角的に考察し表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】キリスト教の成立について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通
しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 2３
学
期

第4章3節 ローマと地中海支配 ①ローマ共和政の特徴について、ギリシア民主政と比
較したうえで多面的・多角的に考察し表現する。
②地中海における領土拡大がローマ共和政に与えた影
響を理解する。
③ローマの内乱の発生から終息までの経緯を理解す
る。
④「ローマの平和」が地中海世界に与えた影響を理解
する。

【知識・技能】ローマがどのような経緯で都市国家から帝国にいたっ
たのか、またローマ人の文化にはどのような特徴があるのかを理解し
ている。
【思考・判断・表現】モザイク画などの図像資料や「神皇アウグス
トゥス業績録」などの資料をもとに、ローマが地中海世界を統一し、
それを維持できた理由を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】古代ローマについて、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを見出して、見通しを

○ ○ ○ 9

第5章1節 アラブの大征服とイスラーム政権の成立 ①アラブ＝ムスリム軍による大征服の展開を理解す
る。
②ウマイヤ朝の領域的な広がりとその支配の特徴を理
解する。
③アッバース朝成立の背景とその統治の特徴を理解す
る。
④イスラーム文化の成立の経緯を理解し、またその特
徴を多面的・多角的に考察し表現する。

【知識・技能】イスラーム教がどのように成立し、短期間で勢力を拡
大していったのかを理解している。
【思考・判断・表現】イスラーム政権の拡大を示す地図やアラベスク
などの図像資料などをもとに、イスラーム教の成立が西アジアや北ア
フリカの社会に与えた影響を多面的・多角的に考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】イスラーム教の成立と拡大につい
て、自分が抱いた興味・関心や疑問，追究してみたいことなどを見い
だして，見通しを持って学習に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 7

合計 70

定期考査 ○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第２学年　A・B組　C・D組　Ｅ組　Ｆ組

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３
学
期

歴史と地理に関する事象の意義や特色、相互の関連を多面的・多角的に考察する力を養う。また社会的課題の解決に向けて考察する力や、それを効果的に説明したり、それらを
もとに議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象に関して、よりよい社会の実現を視野に入れて、課題を主体的に解決しようとする態度を養う。

日本史基礎

○ ○ 8

第16章 占領下の日本
【知識及び技能】冷戦の影響により占領政策が変化し
ていったことについて理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】冷戦の開始により占領政策が変化して
いったことについて理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】冷戦の開始により占領政策が変化していったことにつ
いて理解している
【思考・判断・表現】上記について考えをまとめ表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○ ○ ○ 8

1

第17章　高度成長の時代
【知識及び技能】高度経済成長の背景について東西両
陣営の対立や世界経済と関連づけて理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】高度経済成長の背景について東西両陣営
の対立や世界経済と結びつけて理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】高度経済成長の背景について東西両陣営の対立やや世
界経済と結びつけて理解している
【思考・判断・表現】上記について考えをまとめ表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○ ○ ○ 7

第18章　激動する世界と日本
【知識及び技能】経済的な発展と冷戦終結の影響に関
連して、現代の日本の状況について理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】日本が第一次世界大戦にどのようにかか
わっていったのかを、当時の世界的な状況のなかで理
解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】世界との関連のなかで日本の動向を理解している
【思考・判断・表現】日本と第一次世界世界大戦との関連について考
えをまとめ表現することが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○

日本と世界の歴史的展開に関して知識を深めるとともに、さまざまな資料から情報を獲得し、適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける

日本近代史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に入れ
て、課題を主体的に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 日本史基礎
2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日本近代史の展開に関わる諸事象について、地理的条件や東アジア、さらには
世界史と関連付けながら理解しているとともに、さまざまな資料から日本近代
史に関する情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につける。

日本近代史の展開に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して、多面的に考察
したり、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力
や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに議論したりす
る力を養う。

地理歴史

日本史基礎

○ ○

○

【指導内容】経済的な発展と冷戦終結の影響に関連し
て、現代の日本の状況について理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】経済的な発展と冷戦終結の影響に関連して現代の日本
の状況について理解している
【思考・判断・表現】上記について考えをまとめ表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○ ○ ○ 7

地理歴史

教科担当者　　町田類

使用教科書：詳説日本史　日本史探究（山川出版社）

第16章 占領下の日本
【知識及び技能】占領下の民主化政策について世界史
的視野のなかで理解を深める
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】戦後の民主化政策について理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】民主化政策について、その背景もふくめて理解してい
る
【思考・判断・表現】上記について考えをまとめ表現できる
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

第15章　恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】戦後恐慌以降の恐慌により社会・政
治がどのように変容していったのかを理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】たびかさなる恐慌により社会・政治がど
のように変容していったのかについて理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】恐慌により日本社会・政治がどのように変容していっ
たのかについて理解している
【思考・判断・表現】上記を理解したうえで、考えをまとめて表現す
ることが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

１
学
期

第13章 近代国家の展開
【知識及び技能】条約改正交渉や、日清戦争・日露戦
争など、明治期の外交について理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】明治後半の外交について理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】条約改正・日清戦争・日露戦争など一連の明治後半の
外交について理解している
【思考・判断・表現】上記を理解してうえで考えをまとめ表現するこ
とが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

２
学
期

定期考査

○ 5

第13章 近代国家の展開
【知識及び技能】第一次世界大戦に日本がどのように
かかわっていったのかを理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

1

○ ○

○ ○ 1

定期考査

第14章 近代の産業と生活
【知識及び技能】産業の発展により市民生活がどのよ
うに変化していったのかを理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】産業の発展により市民生活がどのように
変化していったのかについて理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】明治政府主導による産業の発展と、社会への影響につ
いて理解している
【思考・判断・表現】上記を理解してうえで考えをまとめ表現するこ
とが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○ ○

○ ○

○ ○

1

○

定期考査

定期考査 ○ ○ 1

第15章　恐慌と第二次世界大戦
【知識及び技能】軍部の台頭とそれによって引き起こ
された第二次世界大戦に関して理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

【指導内容】軍部の台頭とそれによって引き起こされ
た第二次世界大戦について理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど

【知識・技能】軍部の台頭と第二次世界大戦について理解している
【思考・判断・表現】上記を理解したうえで、考えをまとめて表現す
ることが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○ ○ ○ 7

○ 6

○ ○

合計 70

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ 5

定期考査 ○

6

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】産業の発展により市民生活がどのように変化していっ
たのかについて理解している
【思考・判断・表現】上記を理解したうえで、考えをまとめ表現する
ことが出来る
【主体的に学習に取り組む態度】授業プリントの提出や授業中の教員
の発問に対して的確に答えることが出来る

○

6

第14章 近代の産業と生活
【知識及び技能】明治政府主導による産業の発展が、
社会に与えた影響について理解する
【思考力、判断力、表現力等】上記について考えをま
とめ表現する
【学びに向かう力、人間性等】学び思考したことを現
在の状況と比較し考察する

○

【指導内容】明治政府主導による産業の発展について
理解させる
【教材】教科書、授業プリント、掛け地図、写真パネ
ルなど



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○ 2

D　義務論と公正の原理
・義務論について，カントの道徳法
則や自律の意味について理解する。
・社会的不平等の是正について，
ロールズの公正としての正義の考え
方やセンの潜在能力という考え方を
理解する。
・これらの先人の思想を手がかり
に，思考実験を用いて，課題解決の
方法について考察し議論する。

・結果ではなく義務に基づいて行
動すべきとする場面を想定しなが
ら，カントの考え方を理解する。
・社会的不公正の是正について，
社会保障政策などを手がかりに
ロールズやセンの考え方を理解す
る。
・思考実験を用いて選択・判断と
その理由について考察させる。

【知識・技能】
・義務論の代表的な考え方としてカントの道
徳法則や自律について理解するととともに，
ロールズの公正としての正義やセンの潜在能
力の意義について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・功利主義の考え方と比較しながら，義務論
の考え方及び正義に関するロールズの考え方
や潜在能力に関するセンの考え方について，
思考実験の例などを用いて多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・正しさや善さを裏付ける考え方について，
先人の思想を手がかりに主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 2

・規則と自由に関する課題につい
て，カントの義務論やJ.S.ミルの
自由論を手がかりに，実際的な場
面を想定しながら，理解を深めさ
せる。

【知識・技能】
・規則と自由の課題について，カントの道徳
法則に基づく自由とJ.S.ミルの自由の考え方
を比較しながら理解している。
【思考・判断・表現】
・人間が個人として尊重されることの意味に
ついて，カントやJ.S.ミルの考え方を手がか
りに，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間が「個人」として尊重されることの意
味について，自由や人格，幸福などに関する
先人の思想を手がかりに主体的に追究してい
る。

C　功利主義と幸福の原理
・行為選択の理由付けについて，目
的論と義務論の考え方があることを
理解する。
・目的論に関して，帰結主義による
功利主義と徳倫理学の主な考え方を
理解する。
・これらの先人の思想を手がかり
に，思考実験を用いて，課題解決の
方法について考察し議論する。

・行為の判断や選択の場面を想定
し，まず目的論と義務論の区別に
ついて理解を促す。
・功利主義の快楽や幸福の考え方
が，社会のあり方と関連していて
いることを，経済や福祉政策など
を事例に理解させる。
・人間にとっての善さや幸福を，
人が徳を備えることに求める考え
方を理解させる。
・思考実験を用いて選択・判断と
その理由について考察させる。

【知識・技能】
・行為の理由と正当化にかかわる目的論と義
務論について理解するとともに，目的論にか
かわって功利主義と徳倫理学について理解し
ている。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・ベンサム，J.S.ミルの功利主義の考え方及
び徳倫理学による幸福の捉え方について，思
考実験の例などを用いて多面的・多角的に考
察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・正しさや善さを裏付ける考え方について，
先人の思想を手がかりに主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 2

配当
時数

１
学
期

A　青年期と自己形成の課題
・青年期の特徴や発達課題としての
アイデンティティの確立の理解を手
がかりに，青年期に生きる自己形成
の課題について考察する。

・青年期における心の動きや自分
自身の捉え方，人間関係などの特
徴をふり返りながら，青年期の特
徴や発達課題について理解する。

【知識・技能】
・青年期の特徴及び青年期の発達課題である
アイデンティティの確立の意味について理解
している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・青年期の特徴やアイデンティティの確立の
視点から，自己形成の課題について，多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・青年期の特徴やアイデンティティの確立に
ついて，自分自身の課題としても捉え，主体
的に追究している。

○ ○ ○ 2

B 個人として尊重される人間
・自由についてのカントの道徳法則
と人格，J.S.ミルの自由についての
考え方の理解を基に，人間を「個
人」として尊重することの意味につ
いて多面的・多角的に考察する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理、政治、経済などに関わる現代の諸課題について理解する
とともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

（E組：　長岡　） （F組：　長岡　）

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵養される、現代社会に生きる人間としての在
り方生き方についての自覚や、公共的な空間に
生きる国民主権を担う公民として、自国を愛
し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互
に主権を尊重し、各国民が協力し合うことの大
切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共

（A組：　長岡　） （B組：　後藤　） （C組：　長岡　） （D組：　後藤　）

公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し、選択・判断するた
めの手掛かりとなる概念や理論について理解す
るとともに、諸資料から、倫理的主体などとし
て活動するために必要となる情報を適切かつ効
果的に調べまとめる技能を身に着けるようにす
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断
の手掛かりとなる考え方や公共的な空間におけ
る基本的原理を活用して、事実を基に多面的・
多角的に考察し公正に判断する力や、合意形成
や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論する力を養う。

公共　（東京書籍）

公民

現代の諸課題について、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、解決に向けて公正に
判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に、現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される、人間としての在り方生き方についての自覚や、国民主権を担う
公民として、自国を愛し、その平和と繁栄を図ることや、各国が相互に主権を尊重し、各国民が協力し合う
ことの大切さについての自覚などを深める。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】



D　義務論と公正の原理
・義務論について，カントの道徳法
則や自律の意味について理解する。
・社会的不平等の是正について，
ロールズの公正としての正義の考え
方やセンの潜在能力という考え方を
理解する。
・これらの先人の思想を手がかり
に，思考実験を用いて，課題解決の
方法について考察し議論する。

・結果ではなく義務に基づいて行
動すべきとする場面を想定しなが
ら，カントの考え方を理解する。
・社会的不公正の是正について，
社会保障政策などを手がかりに
ロールズやセンの考え方を理解す
る。
・思考実験を用いて選択・判断と
その理由について考察させる。

【知識・技能】
・義務論の代表的な考え方としてカントの道
徳法則や自律について理解するととともに，
ロールズの公正としての正義やセンの潜在能
力の意義について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・功利主義の考え方と比較しながら，義務論
の考え方及び正義に関するロールズの考え方
や潜在能力に関するセンの考え方について，
思考実験の例などを用いて多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・正しさや善さを裏付ける考え方について，
先人の思想を手がかりに主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 2

１
学
期



G　地方自治のしくみと役割
・地方自治の原則としくみ，地方財
政のしくみと課題，住民参加の形態
と意義について理解するとともに，
地方自治の課題について考察する。

・地方自治の本旨について確認す
ると同時に，国の政治と比較しな
がら地方自治のしくみについての
理解を促す。
・地方財政については，具体例な
どを取り上げながら，財政や事務
について理解を促す。

【知識・技能】
・地方自治の本旨とそのしくみ，地方財政の
しくみと課題，地方自治における住民参加の
意義などについて理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・地方自治の本旨とそのしくみ，地方財政の
しくみと課題，地方自治における住民参加の
意義などについて，多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地方自治の本旨とそのしくみ，地方財政の
しくみと課題，地方自治における住民参加の
意義などについて，主体的に追究している。

○ ○ ○ 2

H　国会のしくみと役割
・三権分立と国会の地位，国会の役
割と権限，国会の構成と運営につい
て，実際の政治事象とも関連させな
がら理解する。
・政治のしくみと制度を前提として
展開される実際の政治の運営の現状
と課題について考察する。

・三権分立，国会の組織と権限に
ついては，日本国憲法の該当条文
も参照しながら，理解を促す。
・実際の政治事象を取り上げなが
ら，国会の果たしている役割につ
いて具体的に理解できるようにす
る。

【知識・技能】
・三権分立と国会の地位，国会の役割と権
限，国会の構成と運営について理解してい
る。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・三権分立と国会の地位，国会の役割と権
限，国会の構成と運営について，多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・三権分立と国会の地位，国会の役割と権
限，国会の構成と運営について，制度の基本
理念と実際の政治運営の関係などの観点か
ら，主体的に追究している。

○ ○ ○ 2

２
学
期

I　内閣のしくみと役割
・内閣と国会との関係，内閣の役割
と行政組織，行政国家化と行政改革
について，実際の政治事象とも関連
させながら理解する。
・国会を基盤に行政権を行使する内
閣と行政組織，行政権が肥大化した
今日の行政の課題について考察す
る。

・内閣と国会の関係については，
日本国憲法の条文を参照させると
同時に，実際の政治事象を参考に
理解を促す。
・行政機構と行政事務について
は，具体的な事例を参考に理解を
促す。
・行政権の役割の拡大にともなう
諸課題と対応について具体例を取
り上げながら考えることができる
ようにする。

【知識・技能】
・内閣と国会との関係，内閣の役割と行政組
織，行政国家化と行政改革について理解して
いる。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・内閣と国会との関係，内閣の役割と行政組
織，行政国家化と行政改革について，多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・内閣と国会との関係，内閣の役割と行政組
織，行政国家化と行政改革について制度の基
本と実際の政治運営の関係などの観点から，
主体的に追究している。

○ ○

･民主主義の手続きや方法の意義に
ついて具体例をあげながら理解さ
せるとともに，その課題について
考えさせる。

【知識・技能】
・政治における意思決定の方法としての民主
主義の意義と課題，直接民主制と間接民主制
について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・国民や市民の意思を政治に反映させる民主
主義の意義と課題，直接民主制と間接民主制
の特色について，多面的・多角的に考察し，
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会構成員の間の対立を調整し，意思を集
約・決定するしくみとしての民主主義の意義
と課題について，主体的に追究している。

○ ○

定期考査
○ ○

○ 2

J　政治参加と選挙
・政治参加のさまざまな方法，民主
政治と選挙制度，日本の選挙制度と
課題について，実際の事象とも関連
させながら理解する。
・有権者の意思をよりよく反映する
という視点から，日本の選挙制度に
ついて考察する。

・近代の選挙の原則の重要性を確
認するとともに，日本の選挙制度
について，近年の実施例なども取
り上げながら，具体的な理解を図
る。
・18歳から選挙権を有することを
ふまえ，投票による政治参加の意
義に気付かせる。

【知識・技能】
・政治参加のさまざまな方法，民主政治と選
挙制度，日本の選挙制度と課題について理解
している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・政治参加のさまざまな方法，民主政治と選
挙制度，日本の選挙制度と課題について，多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・政治参加のさまざまな方法，民主政治と選
挙制度，日本の選挙制度と課題について，主
体的に追究している。

○ ○ ○ 2

1

F　人権保障の意義と展開
公共的な空間における基本的原理の
一つである，人間の尊厳と平等につ
いて，その意義，歴史的展開，現代
の動向について理解する。

・人間の尊厳と平等，基本的人権
の尊重の意義について理解させる
とともに，歴史的経過の中で発展
し今日に至っていることに気付か
せる。
・現代における人権の展開につい
ては，国内の法整備にも具体化さ
れていることに気付かせる。

【知識・技能】
･近代以降の社会構成の原理である基本的人権
の尊重，人間の尊厳と平等の意義，人権の歴
史的発展と人権保障の広がりについて理解し
ている。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・社会生活において人権保障が実際に確保さ
れるためには，何が必要か，多面的・多角的
に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・人間の尊厳と平等，人権保障の歴史的発展
や現代における人権の広がりについて，主体
的に追究している。

○ ○ ○

○

2

定期考査 ○

2

１
学
期

1

E　民主主義とは
・社会における意見や利害の調整，
意思決定における民主主義の意義，
それらの課題について理解する。

○



N　消費者の権利と責任
・消費者契約の特色，消費者法制と
消費者の権利，消費者主権と消費者
市民社会形成などについて理解す
る。
・消費者契約や消費者法制が，消費
者の権利とその尊重，自立支援をめ
ざしていることについて具体的な例
を通して考察する。

・消費者問題の例を取り上げて，
消費者契約や消費者法制，消費者
支援機関の役割，消費者市民社会
の形成について考えさせる。

【知識・技能】
・消費者契約の特色，消費者法制と消費者の
権利，消費者主権と消費者市民社会形成など
について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・消費者契約の特色，消費者法制と消費者の
権利，消費者主権と消費者市民社会形成など
について，多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・消費者契約の特色，消費者法制と消費者の
権利，消費者主権と消費者市民社会形成など
について，主体的に追究している。

○ ○ ○ 2

O　市場経済のしくみ
・市場経済における価格の働き，市
場の失敗と政府の役割について，実
際の経済事象とも関連させながら理
解する。
・市場メカニズムの意義と限界，政
府の役割が求められることとの関係
について考察する。

・価格の働きについては，需要曲
線・供給曲線を利用して理解を促
す。
・外部不経済，寡占市場における
資源配分のゆがみなどについて
は，具体的な事象を参照しながら
理解できるようにする。

【知識・技能】
・市場経済における価格の働き，市場の失敗
と政府の役割について，理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・市場経済における価格の働き，市場の失敗
と政府の働きについて，多面的・多角的に考
察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・市場経済における価格の働き，市場の失敗
と政府の働きについて，主体的に追究してい
る。

○ ○ ○ 2

定期考査 ○ ○ 1

M　多様な契約
・契約自由の原則，契約の種類，契
約自由の原則の修正などについて理
解する。
・契約の種類とその特色，契約自由
の修正が必要な理由について考察す
る。

・売買契約，賃貸借契約，労働契
約，消費貸借契約などについて，
具体的な例を取り上げ，契約自由
の原則の意義とその修正が必要な
場合について考えさせる。

【知識・技能】
・契約自由の原則，契約の種類，契約自由の
原則の修正などについて理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・契約自由の原則，契約の種類，契約自由の
原則の修正などについて，多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・契約自由の原則，契約の種類，契約自由の
原則の修正などについて，主体的に追究して
いる。

○ ○ ○ 2

K　政党と利益集団
・民主政治における政党の役割，日
本の政党政治，政治に影響を及ぼそ
うとする利益集団，政治資金にかか
わる課題などについて理解する。
・民主政治における政党や利益集団
の役割，政治資金にかかわる課題に
ついて考察する。

・選挙の際の政党の政権公約，政
党間の議論などを参考に，政党の
役割に気付かせる。
・利益集団についても具体例をあ
げながら政治的意味に気付かせ
る。
・政治資金については，関連する
報道などを参照し，政治資金の規
正の重要性に気付かせる。

【知識・技能】
・民主政治における政党の役割，日本の政党
政治，政治に影響を及ぼそうとする利益集
団，政治資金にかかわる課題などについて理
解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・民主政治における政党の役割，日本の政党
政治，政治に影響を及ぼそうとする利益集
団，政治資金にかかわる課題などについて，
多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・民主政治における政党の役割，日本の政党
政治，政治に影響を及ぼそうとする利益集
団，政治資金にかかわる課題などについて，
実際の事象とも関連付けながら，主体的に追
究している。

○ ○ ○ 2

L　法と社会規範の役割
・道徳を含む社会規範における法の
特色，法の役割，法の区分とそれぞ
れの特色について理解させる。
・法の性格や役割，法の分類，法の
成立の歴史や対象などによって区分
されることについて考察する。

・法の特色，法の役割について
は，具体例をあげながら理解を図
る。
・社会法については，日本国憲法
に定める社会権の規定との関連に
気付かせる。

【知識・技能】
・道徳を含む社会規範における法の特色，法
の役割，法の区分とそれぞれの特色について
理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・道徳を含む社会規範における法の特色，法
の役割，法の区分とそれぞれの特色につい
て，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・道徳を含む社会規範における法の特色，法
の役割，法の区分とそれぞれの特色につい
て，主体的に追究している。

○ ○ ○ 2

２
学
期 J　政治参加と選挙

・政治参加のさまざまな方法，民主
政治と選挙制度，日本の選挙制度と
課題について，実際の事象とも関連
させながら理解する。
・有権者の意思をよりよく反映する
という視点から，日本の選挙制度に
ついて考察する。

・近代の選挙の原則の重要性を確
認するとともに，日本の選挙制度
について，近年の実施例なども取
り上げながら，具体的な理解を図
る。
・18歳から選挙権を有することを
ふまえ，投票による政治参加の意
義に気付かせる。

【知識・技能】
・政治参加のさまざまな方法，民主政治と選
挙制度，日本の選挙制度と課題について理解
している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み
取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・政治参加のさまざまな方法，民主政治と選
挙制度，日本の選挙制度と課題について，多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・政治参加のさまざまな方法，民主政治と選
挙制度，日本の選挙制度と課題について，主
体的に追究している。

○ ○ ○ 2



P　国民所得と経済成長
・経済の指標の計算方法と意味，経
済成長とその要因，景気変動と物価
について，実際の経済事象とも関連
させながら理解する。
・景気変動や物価の変動，インフ
レーションなどが人々の生活にどの
ように影響を及ぼすか考察する。

・経済の大きさや動きなどを示す
指標としてGDPがあること，また，
豊かさを示す上でのGDPの限界にも
気付かせる。
・経済成長率は，経済政策の目安
となると同時に，各国の経済の動
向を示す目安としても用いられて
いることに気付かせる。

【知識・技能】
・経済の指標の計算方法と意味，経済成長と
その要因，景気変動と物価について理解して
いる。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・経済の指標の計算方法と意味，経済成長と
その要因，景気変動と物価について，多面
的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・経済の指標の計算方法と意味，経済成長と
その要因，景気変動と物価について，主体的
に追究している。

○ ○ ○ 2

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

Q　金融のしくみと働き
・貨幣の役割と通貨制度，直接金融
と間接金融，金融システム，金融市
場と金利の動きについて，実際の経
済事象とも関連させながら理解す
る。
・金融と金融システムが日々の生活
と密接にかかわっていることに気付
く。

・銀行や証券会社，保険会社など
の具体的な金融機関の業務などを
調べることをとおして，金融のし
くみについて理解を促す。

【知識・技能】
・貨幣の役割と通貨制度，直接金融と間接金
融，金融システム，金融市場と金利の動きに
ついて理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・貨幣の役割と通貨制度，直接金融と間接金
融，金融システム，金融市場と金利の動きに
ついて，多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・貨幣の役割と通貨制度，直接金融と間接金
融，金融システム，金融市場と金利の動きに
ついて，主体的に追究している。

○ ○ ○ 2

T　国際連合の役割
・集団安全保障としての国際連盟，
国際連合の成立とそのしくみ，国際
連合における安全保障，国際連合の
さまざまな役割と課題について，実
際の国際的な事象と関連させながら
理解する。
・国連の安全保障に果たす意義と課
題について考察する。

・国際連合の安全保障への取り組
みについては，実際の国際紛争の
例を資料として示しながら理解を
促す。
・国際連合の機関の活動が，世界
の多くの人々の生活と密接にかか
わっている点に気付かせる。

【知識・技能】
・集団安全保障としての国際連盟，国際連合
の成立とそのしくみ，国際連合における安全
保障，国際連合のさまざまな役割と課題につ
いて理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・集団安全保障としての国際連盟，国際連合
の成立とそのしくみ，国際連合における安全
保障，国際連合のさまざまな役割と課題につ
いて，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団安全保障としての国際連盟，国際連合
の成立とそのしくみ，国際連合における安全
保障，国際連合のさまざまな役割と課題につ
いて，主体的に追究している。

○ ○ ○

2

○ ○ ○ 2

2

定期考査
○ ○ 1

R 中央銀行の役割と金融環境の変化
・中央銀行の役割，中央銀行の行う
金融政策，金融の自由化と金融商品
の多様化について，実際の経済事象
とも関連させながら理解する。
・金融政策の近年の動向，金融の自
由化と金融商品の多様化にともなっ
てどのような課題があるか考察す
る。

・金融政策については，市場にお
ける通貨量の調整がどのようにし
て図られるのか，そのしくみに着
目して理解を促す。
・金融の自由化，金融商品の多様
化が，消費者にどのような利便性
と課題をもたらしているか，具体
的に考えさせる。

【知識・技能】
・中央銀行の役割，中央銀行の行う金融政
策，金融の自由化と金融商品の多様化の動向
について理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・中央銀行の役割，中央銀行の行う金融政
策，金融の自由化と金融商品の多様化の動向
について，多面的・多角的に考察し，表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・中央銀行の役割，中央銀行の行う金融政
策，金融の自由化と金融商品の多様化の動向
について，主体的に追究している。

S　国際社会の成り立ち
・国際社会の成立とその特色，国際
法の意義と役割，国際社会の主体の
変化などについて，実際の国際的な
事象と関連させながら理解する。
・国際社会において国家間のさまざ
まな問題が生じる背景と外交や国際
法の意義について多面的・多角的に
考察する。

・国際法は国内法と比較しながら
その特色が理解できるようにす
る。
・国家間のさまざまな問題や国際
法については，具体例を示しなが
ら理解を促す。

【知識・技能】
・国際社会の成立とその特色，国際法の意義
と役割，国際社会の主体の変化などについて
理解している。
・教科書記載の資料及びその他の資料から，
必要な情報を適切かつ効果的に収集し,読み取
り,まとめている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の成立とその特色，国際法の意義
と役割，国際社会の主体の変化などについ
て，多面的・多角的に考察し，表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・国際社会の成立とその特色，国際法の意義
と役割，国際社会の主体の変化などについ
て，主体的に追究している。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ F 組

教科担当者： （AB組：高池・石山・清水）（CD組：松木・高池・石山）（EF組：清水・松木・高池）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○

1

B　複素数と方程式
【知識及び技能】
・数を複素数まで拡張する意義を理解
し，複素数の四則計算をすることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え，方程式を問題解決に活用す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
(ア)数の範囲を複素数まで拡張す
る意義を理解し，複素数の計算が
できるようにする。また，複素数
を用いて，2次方程式やその解につ
いてより一般的に考察できるよう
にする。
(イ)高次方程式を，因数分解など
の方法でより低い次数の方程式に
帰着することで解いたり，その解
について考察したりできるように
する。
(ウ)座標や式を用いて，点や直線
についてその性質や関係を数学的
に表現できるようにし，その有用
性を認識するとともに，事象の考
察に活用できるようにする。
(エ)座標や式を用いて，円につい
てその性質を数学的に表現できる
ようにし，直線との関係，円どう
しの関係など事象の考察に活用で
きるようにする。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎複素数に関する用語の定義および複素数の
相等の定義を理解している。
・例1，例題1，練習1～2
○複素数の加法，減法，乗法の計算ができ
る。
・例2～3，練習3～4
◎共役複素数の定義を理解し，それを利用し
て複素数の除法の計算ができる。
・例4～5，練習5～6
◎負の数の平方根について理解し，それらを
含む式の計算ができる。
・例6～7，練習7～8
【思考・判断・表現】
○負の数の平方根の積について，正の数の平
方根で成り立っていた計算法則が成り立たな
いことを考察できる。
・練習9
【主体的に学習に取り組む態度】
○数の範囲を実数から複素数へ拡張すること
について，有理数から実数に拡張したことと
関連させ，考察しようとする。
・p.44
○複素数が四則について閉じていることな
ど，複素数の性質を，実数の性質と関連させ
ながら理解し，考察しようとする。

○ ○ ○ 12

1

期末考査

数学 数学Ⅱ
数学 数学Ⅱ 4

数学Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ＮＥＸＴ数学Ⅱ　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認
識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

指導項目・内容 評価規準

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・積分の考えについての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が
成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関
係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に
考察したりする力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を数学的に考察する
力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力を養
う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

態
配当
時数

A　式と証明
【知識及び技能】
・三次の乗法公式及び因数分解の公式
の理解を深めること。
◎(a＋b)nの展開式とパスカルの三角
形の関係および，パスカルの三角形の
性質を理解している。
・練習6～7
◎二項定理を利用して，展開式やその
項の係数を求めることができる。
・例5，例題1，練習8～9
【思考力、判断力、表現力等】
・式の計算の方法を既に学習した数や
式の計算と関連付け多面的に考察する
ことができる。
・実数の性質や等式の性質，不等式の
性質などを基に，等式や不等式が成り
立つことを論理的に考察し，証明する
ことができる。
・日常の事象や社会の事象などを数学
的に捉え，方程式を問題解決に活用す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を方程式・式と証明の考えを用
いて考察するよさを認識し，問題解決

・指導内容
（ｱ）多項式の乗法，除法の計算
や，分数式の計算ができるように
する。また，恒等式について方程
式と区別して理解し，様々な式の
見方ができるような力を培う。
(イ)式の計算や実数の様々な性質
を活用して，等式の証明や不等式
の証明ができるようにする。
（ｳ）三次の乗法公式及び因数分解
の公式の理解を深めること。。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎公式を利用して3次式の展開ができる。
・例1～2，練習1，3
○公式を利用して3次式の因数分解ができる。
・例3，練習4
◎(a＋b)nの展開式とパスカルの三角形の関係
および，パスカルの三角形の性質を理解して
いる。
・練習6～7
◎二項定理を利用して，展開式やその項の係
数を求めることができる。
・例5，例題1，練習8～9

【思考・判断・表現】
○不等式の基本性質を正しく用いて不等式を
証明できる。また，その証明を読み取って，
基本性質をどのように用いて証明しているか
説明することができる。
・例13，練習30～31
◎絶対値の性質を利用して，絶対値記号を含
む不等式を証明できる。また，その証明を読
み取り，絶対値の性質をどのように用いて証
明しているか説明することができる。
・応用例題4【？】，練習35
○不等式の証明で，等号が成り立つ場合につ

○ ○ ○ 24

単元の具体的な指導目標 知 思

１
学
期

中間考査
○ ○



1

C 三角関数
【知識及び技能】
◎弧度法で表された角の三角関数の値
を，三角関数の定義によって求めるこ
とができる。
◎三角関数の相互関係を理解し，それ
らを利用して様々な値を求めたり，式
変形をしたりすることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
○三角関数の値の符号について考察で
きる。また，値の増減についても考察
し，それを適切に表現できる。
・練習8，p.135 Expression
○3つある三角関数の相互関係のどれ
を用いるかや，式変形の方法を，その
理由とともに適切に判断して問題を解
決することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
○三角比の定義を一般化して，三角関
数の定義を考察しようとする。
○三角比の相互関係について，既習で
ある円の方程式と関連付けて，多面的
に考察しようとする。

・指導内容
(ア)加法定理および加法定理から
導かれる様々な定理を理解し，そ
れらを事象の考察に活用できるよ
うにする。
(イ)指数を実数まで拡張する意義
を理解し，指数関数を事象の考察
に活用できるようにする。
(ウ)対数の定義とその性質を理解
し，対数関数，特に常用対数を事
象の考察に活用できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎一般角について理解し，一般角を表す動径
を図示したり，動径の表す角をα＋360°×n
と表したりできる。
・例1，練習1～2
◎弧度法の定義を理解し，度数法と弧度法の
換算ができる。また，動径が表す角について
弧度法で考えることができる。
・練習3～5
◎扇形の弧の長さと面積を，公式を用いて求
めることができる。
・例2，練習6
【思考・判断・表現】
○2倍角の公式を利用して，やや複雑な三角関
数を含む方程式・不等式の角を統一して考察
することができる。
・応用例題3，練習42～43
◎三角関数の合成を用いて式を変形すること
で，既習の形に帰着し，関数の最大値・最小
値を求めたり，方程式を解いたりすることが
できる。
・例題6，練習45～46

【主体的に学習に取り組む態度】
○加法定理を利用して，様々な公式を導出・
証明しようとする。
・小項目A，B，D，練習39
○同じ周期をもつ2つの関数
y＝sinxとy＝cosxの和について，そのグラフ

○

C 図形と方程式
【知識及び技能】
○2つの円の位置関係を，中心間の距
離と半径の関係から調べることができ
る。
◎2つの円の位置関係と，中心間の距
離と半径の関係から，円の方程式を求
めることができる。
○2円の交点を通る図形の方程式を，
kF(x，y)＋G(x，y)＝0の形を利用して
求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
2つの円の共有点について，2つの円の
方程式を適切に変形して考察すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・2つの円の方程式から導かれる1次方
程式について，それが表す直線がどの
ようなものか考察しようとする。粘り
強く考え数学的論拠に基づき判断する
こと。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善すること。

・指導内容
(ア)座標や式を用いて，円につい
てその性質を数学的に表現できる
ようにし，直線との関係，円どう
しの関係など事象の考察に活用で
きるようにする。
(イ)図形を与えられた条件を満た
す点の集合として認識し，軌跡の
方程式が求められるようにする。
また，不等式を満たす点の集合が
座標平面上の領域を表すことを理
解する。さらに，軌跡や領域を事
象の考察に活用できるようにす
る。
(ウ)角の概念を一般角まで拡張し
て，三角関数に関する様々な性質
や式とグラフの関係について理解
し，それらを多面的に考察できる
ようにする。
(エ)加法定理および加法定理から
導かれる様々な定理を理解し，そ
れらを事象の考察に活用できるよ
うにする。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎軌跡の定義を理解し，与えられた条件を満
たす点の軌跡を求めることができる。
・例13，例題17，練習35
◎媒介変数処理が必要な軌跡を求めることが
できる。
・応用例題5，練習36
【思考・判断・表現】
◎直線に関して対称な点の座標について，図
形の条件を式で表現し，考察することができ
る。
・応用例題2，練習18
○kF(x，y)＋G(x，y)＝0の形の方程式が，2直
線の交点を通る直線を表す理由を理解し，説
明することができる。
・p.92 研究
【主体的に学習に取り組む態度】
○座標平面を用いて図形の性質を一般的に証
明する際，一般性を崩さないように点の座標
を設定することや，座標軸のとり方によらず
証明できることなどに興味をもち，様々な座
標や座標軸の設定法を試そうとする。

○ ○ ○ 20

２
学
期

○

○ ○ 24

中間考査
○

Ｄ指数関数と対数関数
【知識及び技能】
○指数と対数を相互に書き換えること
ができる。
・例7，練習16～17
◎対数の定義を理解し，対数の値を求
めることができる。
・例8，練習18
◎対数の性質に基づいて，種々の対数
の値の計算ができる。
・例9，練習20
◎底の変換公式を適用することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
○対数の値が存在することを，グラフ
によって考察することができる。
・p.189
○指数法則を利用して，対数の性質を
証明することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
○指数と対数の関係に興味をもち，性
質や計算において，その関係を見出そ
うとする。

・指導内容
（ｱ）対数の定義とその性質を理解
し，対数関数，特に常用対数を事
象の考察に活用できるようにす
る。

・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎指数が整数の場合の累乗の定義を理解し，
累乗の計算や，指数法則を用いた計算をする
ことができる。
・例1～2，練習1～2
◎累乗根の定義や性質を理解し，累乗根の値
を求めたり計算したりすることができる。
◎指数が有理数の場合の累乗の定義を理解
し，累乗の計算や，指数法則を用いた計算を
することができる。
【思考・判断・表現】
○正の数の累乗根がただ1つ存在することを，
グラフによって考察することができる。
・p.177
○累乗根の性質の証明の1つを参考に，別の性
質を証明することができる。
・練習4

○指数が無理数の場合の累乗の意味を理解す
ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
○0乗，負の整数乗，分数乗は，指数法則が成
り立つように定義されていることを理解し，
その定義について考察しようとする。
・小項目A，C
○指数法則を用いた計算について，いくつか
の方法を試し，よりよい計算方法を検討しよ
うとする。

○ ○ ○ 10

期末考査

○ ○ 1



３
学
期

○ 12

F 微分法と積分法
【知識及び技能】
・不定積分及び定積分の意味について
理解し，関数の定数倍，和及び差の不
定積分や定積分の値を求めることがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
・微分と積分の関係に着目し，積分の
考えを用いて直線や関数のグラフで囲
まれた図形の面積を求める方法につい
て考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を微分・積分の考えを用いて考
察するよさを認識し，問題解決にそれ
らを活用しようとしたり，粘り強く考
え数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善すること。

・指導内容
(ウ)導関数を用いて，関数の値の
増減が調べられるようにする。ま
た，それを用いて関数のグラフを
かいたり，さらにグラフを様々な
事象の考察に活用したりできるよ
うにする。
(エ)不定積分や定積分について理
解し，それらの有用性を認識する
とともに，定積分を用いてグラフ
で囲まれた図形の面積が求められ
るようにする。
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・分散，標準偏差，散布図及び相関係数の意
味やその用い方を理解している。
・コンピュータなどの情報機器を用いるなど
して，データを表やグラフに整理したり，分
散や標準偏差などの基本的な統計量を求めた
りすることができる。
・具体的な事象において仮説検定の考え方を
理解している。
【思考・判断・表現】
・データの散らばり具合や傾向を数値化する
方法を考察することができる。
・目的に応じて複数の種類のデータを収集
し，適切な統計量やグラフ，手法などを選択
して分析を行い，データの傾向を把握して事
象の特徴を表現することができる。
・不確実な事象の起こりやすさに着目し，主
張の妥当性について，実験などを通して判断
したり，批判的に考察したりすることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象をデータの分析の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれらを活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとしている。

○ ○

学年末考査
○ ○

合計
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ F 組

教科担当者： （A組：高池）（B組：柴宮）（C組：高池）（D組：長岡）（E組：髙瀨）（F組：髙瀨）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

指導項目・内容 評価規準

数列，統計的な推測についての基本的な概念や原
理・法則を体系的に理解するとともに，数学と社
会生活との関わりについて認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表
現・処理したりする技能を身に付けるようにす
る。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的
に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性
質に着目し，母集団の傾向を推測し判断した
り，標本調査の方法や結果を批判的に考察した
りする力，日常の事象や社会の事象を数学化
し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振
り返って考察したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

態
配当
時数

A　数列
【知識及び技能】
○数列の定義，表記について理解し，
用語や記号を正確に用いることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
○数列の一般項を表す式を，定義域が
自然数であるnの関数と捉え，新しい
概念である数列を，既習の関数と関連
付けて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数列の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活
用しようとしたり，粘り強く考え数学
的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　数列やその一般項の表し方につ
いて理解する。また，基本的な数
列として，等差数列と等比数列
を，両者を比較しながら理解し，
それらの和を，公式が導出される
過程を理解した上で求められるよ
うにする。また，これらの数列を
様々な事象の考察に役立てようと
する姿勢を養う。。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎等差数列の定義と公差について理解し，等
差数列の項を求めることができる。
・例3，練習4～5
○等差数列の一般項の求め方を理解し，具体
的に求めることができる。
・例4，練習6
◎条件から等差数列の一般項を決定できる。
・例題1，練習7
○数列が等差数列であることを証明できる。
・例題2，練習8
◎等差数列の隣り合う2項の関係から具体的な
項を求めることができる。
・例5，練習9

【思考・判断・表現】
数列が等差数列であることの証明について，
それが正しい理由を式の特徴と関連付けて説
明できる。
・例題2【？】

【主体的に学習に取り組む態度】
○数列の特徴を，隣り合う2項の関係に着目し
て考察しようとする。
・p.10

○ ○ ○ 18

単元の具体的な指導目標 知 思

１
学
期

中間考査
○ ○

数学 数学B
数学 数学B 2

数学B

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ＮＥＸＴ数学B　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認
識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

○ ○

1

A　数列
【知識及び技能】
○数列の定義，表記について理解し，
用語や記号を正確に用いることができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
○数列の一般項を表す式を，定義域が
自然数であるnの関数と捉え，新しい
概念である数列を，既習の関数と関連
付けて考察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を数列の考えを用いて考察する
よさを認識し，問題解決にそれらを活
用しようとしたり，粘り強く考え数学
的論拠に基づき判断しようとしたりし
ている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　数列やその一般項の表し方につ
いて理解する。また，基本的な数
列として，等差数列と等比数列
を，両者を比較しながら理解し，
それらの和を，公式が導出される
過程を理解した上で求められるよ
うにする。また，これらの数列を
様々な事象の考察に役立てようと
する姿勢を養う。。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
○等差数列の和の公式を導出する過程を理解
している。
・p.14～15
◎公式を用いて等差数列の和を求めることが
できる。
・例6，例題3，練習10～11，13
　
【思考・判断・表現】
◎項の正負と数列の和の増減の関係から，等
差数列の和の最大，最小について考察するこ
とができる。
・応用例題1，練習15
○数列の和の増減を，関数の増減と捉えて考
察し，項の正負を用いた考察との違いや関連
を説明することができる。
・練習14

【主体的に学習に取り組む態度】
○ガウスの逸話も含め，等差数列の和を求め
る過程に興味をもつ。
・p.14～15
○等差数列の和の公式を用いて，奇数の和に
ついて成り立つ等式を証明しようとする。
・練習12

○ ○ ○ 9

1

期末考査



期末考査 ○ ○ 1

２
学
期

○ 10

B 統計的な推測
【知識及び技能】
○確率変数や確率分布の意味を理解し
ている。
◎試行について，確率変数の確率分布
を求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
確率変数の分散，標準偏差の意味を理
解し，分布の特徴について判断するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を統計的な推測の考えを用いて
考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。粘り強く考え数学的
論拠に基づき判断すること。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善すること。

・指導内容
母集団と標本，標本調査について
理解し，特に標本平均について
は，それが確率変数であることを
正しく理解した上で考察できるよ
うにする。また，母平均や母比率
の推定，正規分布を用いた仮説検
定ができるようにし，それらを日
常の事象の考察や様々な判断に積
極的に活用しようとする態度を育
てる。
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
◎確率密度関数や分布曲線の定義を理解し，
連続型確率変数について，確率を求めること
ができる。
・例16，練習21
○正規分布曲線の特徴を理解している。
・p.79
○一般の正規分布に従う確率変数を標準正規
分布に従う確率変数に変換することができ
る。
・例17，練習23
○標準正規分布に従う確率変数について，正
規分布表を用いて確率を求めることができ
る。
・例18，練習25
◎一般の正規分布に従う確率変数について，
正規分布表を用いて確率を求めることができ
る。
・例題1，練習26
◎二項分布を正規分布で近似して，確率を求
めることができる。
・例題2，練習28
○一般の連続型確率分布に従う確率変数につ
いて，定積分を用いて期待値と分散を求める
ことができる。
 
【思考・判断・表現】
○標準正規分布の期待値，分散について，既
知の公式を用いて証明することができる。
・練習22
○標準正規分布に従う確率変数の確率につい

○ ○

○

○ ○ 18

中間考査
○ 1

B 統計的な推測
【知識及び技能】
○確率変数や確率分布の意味を理解し
ている。
◎試行について，確率変数の確率分布
を求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
確率変数の分散，標準偏差の意味を理
解し，分布の特徴について判断するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を統計的な推測の考えを用いて
考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。粘り強く考え数学的
論拠に基づき判断すること。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善すること。

・指導内容
　確率変数と確率分布について理
解し，期待値や分散，標準偏差な
どを求めることを通じて，分布の
特徴を把握できるようにする。ま
た，連続型確率変数についても理
解し，正規分布を様々な日常の事
象の考察に活用できるようにす
る。
　確率の定義とその性質を理解
し，事象の考察に活用できるよう
にする。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎同時分布の意味を理解し，2つの確率変数の
同時分布を求めることができる。
・p.66，例9，練習11
○確率変数の和の期待値を，公式を用いて求
めることができる。
・例10，練習12～13
○2つの確率変数が独立であることについて，
その意味を正確な定義とともに理解してい
る。
・例11
◎独立な2つの確率変数の積の期待値を，公式
を用いて求めることができる。
・例12，練習15
◎独立な2つの確率変数の和の分散を，公式を
用いて求めることができる。
・例13，練習16
◎3つ以上の独立な確率変数の和や積の期待
値，分散を，公式を用いて求めることができ
る。
・練習17
【思考・判断・表現】
◎具体的な事象から確率変数を求め，その期
待値について考察することができる。
・応用例題1，練習14

【主体的に学習に取り組む態度】
○2つの確率変数の確率分布が等しいことに興
味をもち，その意味を解釈しようとする。

○

B 統計的な推測
【知識及び技能】
○確率変数や確率分布の意味を理解し
ている。
◎試行について，確率変数の確率分布
を求めることができる。

【思考力、判断力、表現力等】
確率変数の分散，標準偏差の意味を理
解し，分布の特徴について判断するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象を統計的な推測の考えを用いて
考察するよさを認識し，問題解決にそ
れらを活用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しようと
したりしている。粘り強く考え数学的
論拠に基づき判断すること。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善すること。

・指導内容
確率変数と確率分布について理解
し，期待値や分散，標準偏差など
を求めることを通じて，分布の特
徴を把握できるようにする。ま
た，連続型確率変数についても理
解し，正規分布を様々な日常の事
象の考察に活用できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎確率変数の期待値を求めることができる。
・例2～3，練習3
◎確率変数Xについて，aX＋bも確率変数であ
ることを理解し，その期待値を公式を用いて
求めることができる。
・例4，練習5
○確率変数Xについて，X2も確率変数であるこ
とを理解し，その期待値を求めることができ
る。
・例5，練習6
◎確率変数の分散，標準偏差を，定義から求
めることができる。また，分散と期待値の公
式を用いて求めることができる。
・例6～7，練習7～8
◎確率変数aX＋bの分散，標準偏差を，公式を
用いて求めることができる。
・例8，練習9
【思考・判断・表現】
◎具体的な事象から確率変数を求め，その期
待値について考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
○2つの確率変数の確率分布が等しいことに興
味をもち，その意味を解釈しようとする。
・練習10
○2つの確率変数の和や積の期待値，分散に関
する種々の公式を，確率変数が独立であるか

○ ○ ○ 15
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年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ D 組

教科担当者： （AB組：高池）（CD組：松木）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

A　ベクトル
【知識及び技能】
○ベクトル，平面上の曲線と複素数平
面について理解させ，基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図る。向きと大き
さをもつ量としてのベクトルの意味お
よびその演算について理解し，成分表
示も含めてベクトルの演算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
○数学的な表現の工夫について認識を
深め，事象を数学的に考察する能力を
培い，数学のよさを認識できるように
するとともに，それらを活用する態度
を育てる。また，ベクトルの内積につ
いて理解し，平面上のベクトルのなす
角について考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　ベクトル，平面上の曲線と複素
数平面について理解させ，基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図
り，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学的に考察
する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。
　また、これらの事柄を様々な事
象の考察に役立てようとする姿勢
を養う。
　向きと大きさをもつ量としての
ベクトルの意味およびその演算に
ついて理解し，成分表示も含めて
ベクトルの演算ができるようにす
る。また，ベクトルの内積につい
て理解し，平面上のベクトルのな
す角について考察できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
○位置ベクトルがある条件を満たすような点
全体の集合がある図形となることを理解して
いる。
・p.42
◎直線のベクトル方程式について，媒介変数
を用いて表すことができる。
・例15，練習40

【思考・判断・表現】
○直線の方向ベクトルについて，その向きや
大きさと媒介変数の値の関係を考察できる。
・練習39
◎点が線分AB上に存在する条件を活用して，
点Pの存在範囲を求めることができる。
・応用例題5，練習41～42

【主体的に学習に取り組む態度】
○図形のベクトル方程式について，点の座標
(x，y)についての方程式と関連させて考察
し，それらの共通点などを見出そうとする。
・p.42～43，47～48， p.50 研究

○ ○ ○ 8

２
学
期

○ ○

1

A　ベクトル
【知識及び技能】
○ベクトル，平面上の曲線と複素数平
面について理解させ，基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図る。向きと大き
さをもつ量としてのベクトルの意味お
よびその演算について理解し，成分表
示も含めてベクトルの演算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
○数学的な表現の工夫について認識を
深め，事象を数学的に考察する能力を
培い，数学のよさを認識できるように
するとともに，それらを活用する態度
を育てる。また，ベクトルの内積につ
いて理解し，平面上のベクトルのなす

・指導内容
　ベクトル，平面上の曲線と複素
数平面について理解させ，基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図
り，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学的に考察
する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。
　また、これらの事柄を様々な事
象の考察に役立てようとする姿勢
を養う。
　向きと大きさをもつ量としての
ベクトルの意味およびその演算に
ついて理解し，成分表示も含めて
ベクトルの演算ができるようにす

【知識・技能】
○ベクトルの和の定義を理解し，それを図示
できる。
・練習2
◎ベクトルの和の計算ができる。
・例2，練習4
○ベクトルの差の定義を理解し，それを図示
できる。
・練習6
◎ベクトルの差の計算ができる。
・練習7
○ベクトルの実数倍の定義を理解し，式で表
現できる。
・例3，練習8
◎ベクトルの実数倍の性質をもとに，ベクト
ルの演算ができる。

○ ○ ○ 5

1

期末考査

数学 数学C
数学 数学C 1

数学C

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ＮＥＸＴ数学B　数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認
識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確
に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的
論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

指導項目・内容 評価規準

ベクトル，平面上の曲線と複素数平面についての
基本的な概念や原理・法則を体系的に理解すると
ともに，数学的な表現の工夫について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。

大きさと向きをもった量に着目し，演算法則や
その図形的な意味を考察する力，図形や図形の
構造に着目し，それらの性質を統合的・発展的
に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡
潔・明瞭・的確に表現する力を養う。。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

態
配当
時数

A　ベクトル
【知識及び技能】
○ベクトル，平面上の曲線と複素数平
面について理解させ，基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図る。向きと大き
さをもつ量としてのベクトルの意味お
よびその演算について理解し，成分表
示も含めてベクトルの演算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
○数学的な表現の工夫について認識を
深め，事象を数学的に考察する能力を
培い，数学のよさを認識できるように
するとともに，それらを活用する態度
を育てる。また，ベクトルの内積につ
いて理解し，平面上のベクトルのなす
角について考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　ベクトル，平面上の曲線と複素
数平面について理解させ，基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図
り，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学的に考察
する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。
　また、これらの事柄を様々な事
象の考察に役立てようとする姿勢
を養う。
　向きと大きさをもつ量としての
ベクトルの意味およびその演算に
ついて理解し，成分表示も含めて
ベクトルの演算ができるようにす
る。また，ベクトルの内積につい
て理解し，平面上のベクトルのな
す角について考察できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
○有向線分を用いたベクトルの定義や表し方
を理解している。
・p.8～9
◎ベクトルの相等や逆ベクトルの定義を理解
し，図の中から探すことができる。
・例1，練習1

【思考・判断・表現】
○ベクトルの加法の性質が成り立つことを，
加法の定義を用いて説明することができる。
・p.12，練習3
○ベクトルの減法の性質が成り立つことを，
減法の定義を用いて説明することができる。
・p.13，練習5
○ベクトルの和，差，実数倍の定義をもと
に，それらを組み合わせたベクトルの図示が
できる。
・練習9

【主体的に学習に取り組む態度】
○日常の量で，向きと大きさをもつものがあ
ることに興味をもち，それをベクトルで表現
しようとする。
・p.8

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 知 思

１
学
期
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1

A　ベクトル
【知識及び技能】
○ベクトル，平面上の曲線と複素数平
面について理解させ，基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図る。向きと大き
さをもつ量としてのベクトルの意味お
よびその演算について理解し，成分表
示も含めてベクトルの演算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
○数学的な表現の工夫について認識を
深め，事象を数学的に考察する能力を
培い，数学のよさを認識できるように
するとともに，それらを活用する態度
を育てる。また，ベクトルの内積につ
いて理解し，平面上のベクトルのなす
角について考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　ベクトル，平面上の曲線と複素
数平面について理解させ，基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図
り，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学的に考察
する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。
　また、これらの事柄を様々な事
象の考察に役立てようとする姿勢
を養う。
　向きと大きさをもつ量としての
ベクトルの意味およびその演算に
ついて理解し，成分表示も含めて
ベクトルの演算ができるようにす
る。また，ベクトルの内積につい
て理解し，平面上のベクトルのな
す角について考察できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎ベクトルの成分表示について，平面上のベ
クトルの拡張になっていることを理解し，ベ
クトルが等しくなるように成分を定めたり，
成分表示されたベクトルの大きさを求めたり
することができる。
・練習6～7
◎成分表示された空間のベクトルの演算がで
きる。
・例5，練習8
◎座標空間の2点で定められるベクトルを成分
表示できる。
・例6，練習9

【思考・判断・表現】
○空間のベクトルが3つのベクトルの線形和で
1通りに表される理由について，平面上のベク
トルが2つのベクトルの線形和で1通りに表さ
れることから説明できる。
・p.61

【主体的に学習に取り組む態度】
○空間のベクトルの成分表示について，平面
上のベクトルの成分表示の拡張として捉えよ
うとする。
・小項目A～C

○

A　ベクトル
【知識及び技能】
○ベクトル，平面上の曲線と複素数平
面について理解させ，基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図る。向きと大き
さをもつ量としてのベクトルの意味お
よびその演算について理解し，成分表
示も含めてベクトルの演算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
○数学的な表現の工夫について認識を
深め，事象を数学的に考察する能力を
培い，数学のよさを認識できるように
するとともに，それらを活用する態度
を育てる。また，ベクトルの内積につ
いて理解し，平面上のベクトルのなす
角について考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　ベクトル，平面上の曲線と複素
数平面について理解させ，基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図
り，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学的に考察
する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。
　また、これらの事柄を様々な事
象の考察に役立てようとする姿勢
を養う。
　向きと大きさをもつ量としての
ベクトルの意味およびその演算に
ついて理解し，成分表示も含めて
ベクトルの演算ができるようにす
る。また，ベクトルの内積につい
て理解し，平面上のベクトルのな
す角について考察できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
○位置ベクトルがある条件を満たすような点
全体の集合がある図形となることを理解して
いる。
・p.42
◎直線のベクトル方程式について，媒介変数
を用いて表すことができる。
・例15，練習40

【思考・判断・表現】
○直線の方向ベクトルについて，その向きや
大きさと媒介変数の値の関係を考察できる。
・練習39
◎点が線分AB上に存在する条件を活用して，
点Pの存在範囲を求めることができる。
・応用例題5，練習41～42

【主体的に学習に取り組む態度】
○図形のベクトル方程式について，点の座標
(x，y)についての方程式と関連させて考察
し，それらの共通点などを見出そうとする。
・p.42～43，47～48， p.50 研究

○ ○ ○ 8

２
学
期

○ 5

A　ベクトル
【知識及び技能】
○ベクトル，平面上の曲線と複素数平
面について理解させ，基礎的な知識の
習得と技能の習熟を図る。向きと大き
さをもつ量としてのベクトルの意味お
よびその演算について理解し，成分表
示も含めてベクトルの演算ができるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
○数学的な表現の工夫について認識を
深め，事象を数学的に考察する能力を
培い，数学のよさを認識できるように
するとともに，それらを活用する態度
を育てる。また，ベクトルの内積につ
いて理解し，平面上のベクトルのなす
角について考察できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・事象をベクトルの考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれら
を活用しようとしたり，粘り強く考え
数学的論拠に基づき判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を
深めたり，評価・改善したりしようと
している。

・指導内容
　ベクトル，平面上の曲線と複素
数平面について理解させ，基礎的
な知識の習得と技能の習熟を図
り，数学的な表現の工夫について
認識を深め，事象を数学的に考察
する能力を培い，数学のよさを認
識できるようにするとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。
　また、これらの事柄を様々な事
象の考察に役立てようとする姿勢
を養う。
　向きと大きさをもつ量としての
ベクトルの意味およびその演算に
ついて理解し，成分表示も含めて
ベクトルの演算ができるようにす
る。また，ベクトルの内積につい
て理解し，平面上のベクトルのな
す角について考察できるようにす
る。
・教材
・一人１台端末の活用
・スタディサプリ
・ロイロノート

【知識・技能】
◎座標空間における2点間の距離や線分の内分
点，外分点の座標，三角形の重心の座標が求
められる。
・練習20～21
◎座標軸に垂直な平面の方程式が求められる
ようになる。
・例9，練習22
○中心と半径が与えられた球面の方程式を求
めることができる。
・例10，練習24
 
【思考・判断・表現】
○x＝aなどの方程式が座標軸に垂直な平面を
表す理由を正しく理解し，座標軸に平行な直
線の方程式について考察できる。
・練習23
◎条件から中心と半径を考え，球面の方程式
を求めることができる。
・練習25
◎球面と平面が交わってできる図形を，連立
方程式の解の集合として考察できる。
・応用例題3，練習26

【主体的に学習に取り組む態度】
○座標平面上の図形の方程式について改めて
正しく理解し，座標空間についても同じ考え
方で図形の方程式について考察しようとす
る。
・小項目A～C

○ ○

○

○ ○ 9

中間考査
○

期末考査 ○ ○ 1



３
学
期

学年末考査

○ ○

合計

40



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

理科 物理基礎
理科 物理基礎 2

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力などを身につける過程において，粘り強く学習に取り組んで
いるか，自ら学習を調整しようとしているか。

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

知識の習得や知識の概念的な理解，実験操作の基
本的な技術の習得ができているか。

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決
できる思考力・判断力・表現力などを身につけ
ているか。

知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力な
どを身につける過程において，粘り強く学習に
取り組んでいるか，自ら学習を調整しようとし
ているか。

数研出版 『物理基礎』

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 知識の習得や知識の概念的な理解，実験操作の基本的な技術の習得ができているか。

習得した「知識・技能」を活用して課題を解決できる思考力・判断力・表現力などを身につけているか。

（A組：櫻井） （B組：櫻井） （C組：櫻井） （D組：櫻井） （E組：櫻井） （F組：廣瀬）

態
配当
時数

１
学
期

物理量の扱い方 「物理基礎」の学習を始める前に，物理量の
表し方やデータの扱い方を理解させる。

【知識・技能】物理量の表し方について理解する。物理量
の測定における誤差，有効数字の扱い方について理解す
る。【思考・判断・表現】人が歩く運動を調べたデータをグラ
フにまとめ，グラフを見てわかることを説明できる。【主体
的に学習に取り組む態度】人が歩く運動を調べたデータか
らグラフを主体的に作成し，まわりの人と話しあって，グラ
フを見てわかることを考えようとしている。

○ ○ ○ 1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

8

中間考査 ○ ○ 1

運動の表し方
・速度
・加速度
・落体の運動

物体の速さが移動距離を経過時間でわった
ものであること，速さの単位を学ばせる。等
速直線運動についてx－ｔ図とv－ｔ図の特徴
と，そのグラフがもたらす情報を理解させる。
速度が向きをもった量であることを理解させ
る。平均の速度を求められるようにし，瞬間
の速度はきわめて短い時間の平均の速度で
あることをx－ｔ図を用いて理解させる。動い
ている物体から見た他の物体の速度が相対
速度であることを示し，相対速度の式を理解
させる。
直線運動における加速度の定義を理解させ
る。運動が同じでも数直線の正の向きの取り
方により加速度の正，負が決められることを
理解させる。等加速度直線運動における3つ
の式を理解させ，その具体的な運用に慣れ
させる。
落体の運動は，自由落下や鉛直投射などの
式が書けるようにし，その運用に慣れさせ
る。

【知識・技能】
・物体の速さの式を理解している。等速直線運動の式およ
びx－t図，v－ｔ図を理解できている。物体の運動を表すに
は向きが必要であり，速さと速度，移動距離と変位の違い
を理解している。平均の速度と瞬間の速度の違いを理解
している。直線上の合成速度，相対速度の意味と求め方
を理解している。
・加速度の定義や正負の意味を正しく理解している。等加
速度直線運動を表す3つの式がどのようにして得られたか
を理解し，その式やグラフを正しく運用することができる。
・自由落下や鉛直投射において，与えられた時刻における
高さや速度を与える式の運用ができる。自由落下や鉛直
投射はいずれも等加速度直線運動の一種であることを理
解している。
【思考・判断・表現】
・等速直線運動する物体の運動のようすについて説明で
きる。動く観測者から見た場合の，観測者と同一直線上を
動く物体の運動のようすを説明できる。速度の意味・表し
方，またこれらはグラフ上ではどのように示されるかを正し
く理解し，それをもとに物体の運動のようすを考えることが
できる。
・自由落下する物体のようすについて説明できる。重力加
速度の意味を正しく理解し，落下する物体の運動のようす
を考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の運動から，速さ，時間，進む距離についての関係
に興味をもち，速さと速度の違いや，相対速度の意味や使
い方を理解しようとしている。
・スタート直後の速さの比較によって，加速度を学ぶ意味
を理解しようとしている。
・日常の運動から，落下する物体の運動に興味をもち，自
由落下する物体の運動，鉛直投射された物体の運動の表
し方を理解しようとしている。

○ ○ ○

14運動の法則
・力とそのはたらき
・力のつりあい
・運動の法則
・摩擦を受ける運動
・液体や気体から受ける力

力は，物体の変形や運動状態の変化の原
因となるものであり，ベクトル量であることを
理解させる。質量ｍ〔ｋｇ〕の物体は，ｍｇ〔Ｎ〕
の大きさの重力がはたらいていること、面か
ら垂直抗力や摩擦力がはたらくことを理解さ
せる。弾性力についてはフックの法則とその
式を扱い，ばね定数の意味について理解さ
せる。
力はベクトル量で，合成や分解ができること
を理解させる。また，分解したときのx成分と
y成分を求められるようにする。物体にいくつ
かの力がはたらくとき，これらのx成分，y成
分のつりあいの式が立てられるようにする。
作用反作用の法則を理解し，つりあう2力の
関係と作用反作用の2力の関係との違いが
分かるようにする。
慣性の法則では，物体にはたらく力の合力
が0であるとき，物体は等速直線運動をし続
けることを理解させる。運動方程式では，物
体は力を受けると加速すること，生じる加速
度の大きさは質量に反比例し，力の大きさに
比例することを理解させる。1Ｎがどのように
定義されたかを理解させる。物体は落下す
るときに加速度を生じることから，運動方程
式により，重力がはたらいていることがわか
ること，重力の大きさがｍｇ〔Ｎ〕であることを
理解させる。
どのようなときに静止摩擦力が生じるのか，
また最大摩擦力の大きさが面の状態を表す
静止摩擦係数と垂直抗力の積で表されるこ
と、動摩擦力の大きさについても動摩擦係数
と垂直抗力の積で表されることを理解させ
る。
液体や気体の中では物体は圧力を受けるこ
とや，圧力の式とその単位について理解さ
せる。また，液体や気体中にある物体には
浮力がはたらくこと，および，浮力の大きさに
ついてアルキメデスの原理が成りたつことを
理解させる。空気中を落下する物体には，空
気抵抗がはたらくことを理解させる。また，学
習状況に応じて，「発展」で「終端速度の式」
についても扱う。

【知識・技能】
・重力，垂直抗力，摩擦力，糸が引く力，弾性力について，
理解できている。
・力がベクトル量であることを認識し，力の合成や分解が
できる。注目する物体にはたらく力が指摘でき，つりあい
の式が立てられる。作用・反作用の2力とつりあいの2力を
区別して考えることができる。
・物体が力を受けるとき（あるいは受けないとき），運動状
態はどのようになるか，逆に，物体の運動状態からどのよ
うな力がはたらいているかを指摘できる。さまざまな運動を
している物体について，運動方程式を立てて考えることが
できる。
・注目する物体に摩擦力はどの向きに現れるか，また最大
摩擦力の大きさは2物体間の面の状態を表す静止摩擦係
数μと，垂直抗力Ｎとの積で表されることを理解している。
静止摩擦力を用いた力のつりあいの式を立てたり，動摩
擦力を用いた運動方程式を立てることができる。
・圧力を求める式を理解できている。水圧を求める式を理
解し，水中にある物体が静止しているとき，物体にはたらく
力のつりあいの式を立てることができる。水中にある物体
にはどのような浮力がはたらくかを理解している。
【思考・判断・表現】
・フックの法則とばね定数の意味を理解し，グラフからばね
定数を読み取ることができる。重力の大きさは物体の質量
と重力加速度の大きさとの積であり，運動の状態によらな
いことを説明できる。力の表し方を理解し，「1N」はどのよ
うな力か説明できる。
・作用・反作用の2力とつりあいの2力の違いを理解し，力
のつりあいの式を考えたり，それぞれの2力の間の関係に
ついて説明できる。
・慣性の法則，運動方程式が理解でき，問題解決にあたっ
て式の運用が正しくできる。運動方程式を用いて，物体の
運動を説明できる。
・摩擦力がどのような力かを理解し，運動を妨げる向きに
はたらく運動について考えることができる。物体にはたらく
摩擦力について説明できる。
・水中にある物体には，どのような水圧が加わるか，また
どのような浮力がはたらくかを正しく理解し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・見ること，触ることができない「力」に対して，どのようにし
て力の存在がわかるのか，また力にはどのような種類が
あるのかについて考えようとしている。
・力が合成・分解して表されることに興味をもち，「力がつり
あう」とはどういうことかを理解しようとしている。「作用・反
作用」と「つりあい」の2力との違いについて，考えようとし
ている。
・物体の運動状態は，受ける力とどのような関係にあるか
について興味・関心をもち，理解しようとしている。
・摩擦力がないときと比較するなどして，どのようなときに
静止摩擦力や動摩擦力が現れるか，またそのときの物体
の運動ついて，興味・関心をもち考えようとしている。
・日常の現象などを通して，水中や空気中で圧力があるこ
とに関心を寄せ，それらの圧力はどのようにしてはかるこ
とができるか，そもそも圧力とは何か，ということを考えよう
としている。

○ ○



１
学
期

14

期末考査 ○ ○ 1

運動の法則
・力とそのはたらき
・力のつりあい
・運動の法則
・摩擦を受ける運動
・液体や気体から受ける力

力は，物体の変形や運動状態の変化の原
因となるものであり，ベクトル量であることを
理解させる。質量ｍ〔ｋｇ〕の物体は，ｍｇ〔Ｎ〕
の大きさの重力がはたらいていること、面か
ら垂直抗力や摩擦力がはたらくことを理解さ
せる。弾性力についてはフックの法則とその
式を扱い，ばね定数の意味について理解さ
せる。
力はベクトル量で，合成や分解ができること
を理解させる。また，分解したときのx成分と
y成分を求められるようにする。物体にいくつ
かの力がはたらくとき，これらのx成分，y成
分のつりあいの式が立てられるようにする。
作用反作用の法則を理解し，つりあう2力の
関係と作用反作用の2力の関係との違いが
分かるようにする。
慣性の法則では，物体にはたらく力の合力
が0であるとき，物体は等速直線運動をし続
けることを理解させる。運動方程式では，物
体は力を受けると加速すること，生じる加速
度の大きさは質量に反比例し，力の大きさに
比例することを理解させる。1Ｎがどのように
定義されたかを理解させる。物体は落下す
るときに加速度を生じることから，運動方程
式により，重力がはたらいていることがわか
ること，重力の大きさがｍｇ〔Ｎ〕であることを
理解させる。
どのようなときに静止摩擦力が生じるのか，
また最大摩擦力の大きさが面の状態を表す
静止摩擦係数と垂直抗力の積で表されるこ
と、動摩擦力の大きさについても動摩擦係数
と垂直抗力の積で表されることを理解させ
る。
液体や気体の中では物体は圧力を受けるこ
とや，圧力の式とその単位について理解さ
せる。また，液体や気体中にある物体には
浮力がはたらくこと，および，浮力の大きさに
ついてアルキメデスの原理が成りたつことを
理解させる。空気中を落下する物体には，空
気抵抗がはたらくことを理解させる。また，学
習状況に応じて，「発展」で「終端速度の式」
についても扱う。

【知識・技能】
・重力，垂直抗力，摩擦力，糸が引く力，弾性力について，
理解できている。
・力がベクトル量であることを認識し，力の合成や分解が
できる。注目する物体にはたらく力が指摘でき，つりあい
の式が立てられる。作用・反作用の2力とつりあいの2力を
区別して考えることができる。
・物体が力を受けるとき（あるいは受けないとき），運動状
態はどのようになるか，逆に，物体の運動状態からどのよ
うな力がはたらいているかを指摘できる。さまざまな運動を
している物体について，運動方程式を立てて考えることが
できる。
・注目する物体に摩擦力はどの向きに現れるか，また最大
摩擦力の大きさは2物体間の面の状態を表す静止摩擦係
数μと，垂直抗力Ｎとの積で表されることを理解している。
静止摩擦力を用いた力のつりあいの式を立てたり，動摩
擦力を用いた運動方程式を立てることができる。
・圧力を求める式を理解できている。水圧を求める式を理
解し，水中にある物体が静止しているとき，物体にはたらく
力のつりあいの式を立てることができる。水中にある物体
にはどのような浮力がはたらくかを理解している。
【思考・判断・表現】
・フックの法則とばね定数の意味を理解し，グラフからばね
定数を読み取ることができる。重力の大きさは物体の質量
と重力加速度の大きさとの積であり，運動の状態によらな
いことを説明できる。力の表し方を理解し，「1N」はどのよ
うな力か説明できる。
・作用・反作用の2力とつりあいの2力の違いを理解し，力
のつりあいの式を考えたり，それぞれの2力の間の関係に
ついて説明できる。
・慣性の法則，運動方程式が理解でき，問題解決にあたっ
て式の運用が正しくできる。運動方程式を用いて，物体の
運動を説明できる。
・摩擦力がどのような力かを理解し，運動を妨げる向きに
はたらく運動について考えることができる。物体にはたらく
摩擦力について説明できる。
・水中にある物体には，どのような水圧が加わるか，また
どのような浮力がはたらくかを正しく理解し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・見ること，触ることができない「力」に対して，どのようにし
て力の存在がわかるのか，また力にはどのような種類が
あるのかについて考えようとしている。
・力が合成・分解して表されることに興味をもち，「力がつり
あう」とはどういうことかを理解しようとしている。「作用・反
作用」と「つりあい」の2力との違いについて，考えようとし
ている。
・物体の運動状態は，受ける力とどのような関係にあるか
について興味・関心をもち，理解しようとしている。
・摩擦力がないときと比較するなどして，どのようなときに
静止摩擦力や動摩擦力が現れるか，またそのときの物体
の運動ついて，興味・関心をもち考えようとしている。
・日常の現象などを通して，水中や空気中で圧力があるこ
とに関心を寄せ，それらの圧力はどのようにしてはかるこ
とができるか，そもそも圧力とは何か，ということを考えよう
としている。

○ ○

○ 9

中間考査 ○ ○ 1

仕事と力学的エネルギー
・仕事
・運動エネルギー
・位置エネルギー
・力学的エネルギー保存則

仕事の定義を正確に把握させる。物体の移
動方向に垂直にはたらく力は仕事をしないこ
と，移動の向きと力の向きが逆のときは仕事
は負になること，正・負の仕事の意味につい
て理解させる。Ｆ－ｘ図の面積が仕事の大き
さを表すことを理解させる。仕事の原理で
は，加える力の大きさが小さくなっても必要
な仕事が一定であることを理解させる。単位
時間にした仕事が仕事率であることを理解さ
せる。
運動エネルギーの式を導けるようにする。ま
た，物体の運動エネルギーの変化が物体に
された仕事に等しいことを理解させる。
高い所にある物体は重力による位置エネル
ギーをもっていること、重力による位置エネ
ルギーがｍｇｈ〔Ｊ〕であること、基準水平面
のとり方により，正の場合と負の場合がある
ことを理解させる。弾性力による位置エネル
ギーは，1/2×kx2の式で表され，ばねが自
然の長さのときが基準（0）であることを理解
させる。
力学的エネルギー保存則は，物体にはたら
く力が保存力だけのとき，あるいは保存力以
外の力がはたらいていてもその力が物体に
対して仕事をしないときに成りたつことを理
解させる。

【知識・技能】
・仕事，仕事率を計算して求めることができる。物体に対し
て力がはたらいていても，仕事が0のときもあり，それがど
のようなときであるかを理解している。「仕事の原理」を仕
事を計算して求めたものを比較することにより，理解して
いる。仕事率Ｐは「Ｗ/ｔ」だけでなく，「Ｆｖ」でも求められるこ
とを理解している。
・運動エネルギーが1/2×ｍｖ2であることを理解している。
運動エネルギーの変化は物体にされた仕事に等しいこと
を理解している。
・重力による位置エネルギーを計算することができる。弾
性力による位置エネルギーを計算することができる。物体
が基準点まで移動するときに保存力がする仕事が，位置
エネルギーであることを確認できる。
・力学的エネルギー保存則について興味関心をもち，理解
しようとしている。
【思考・判断・表現】
・物体に対して力がはたらいていても，仕事が0のときもあ
り，それがどのようなときであるかを説明できる。「仕事の
原理」を理解し，道具を用いたときに必要な仕事がどうな
るかを説明できる。
・運動エネルギーがどのようなものかを理解し，説明でき
る。運動エネルギーの変化は物体にされた仕事に等しい
ことを用いて，物体の運動を説明できる。
・状態が異なる場合の位置エネルギーを，比較して考える
ことができる。重力による位置エネルギー，弾性力による
位置エネルギーについて説明することができる。
・力学的エネルギー保存則を用いて，物体の運動を定性
的に考えることができる。力学的エネルギー保存則を用い
て，運動する物体のもつ運動エネルギー，位置エネル
ギー，力学的エネルギーの変化のようすを説明することが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○

○ ○ 7

波の性質
・波と媒質の運動
・波の伝わり方

波動とは，媒質の1点に起こった振動が，媒
質中を少しずつ遅れて伝わっていく現象であ
ることを理解させる。波を表す要素は振幅，
周期，振動数，波長そして波の伝わる速さで
ある。媒質の振動の方向に対して垂直な方
向へ伝わる波形が横波，振動と同じ方向へ
伝わる波形が縦波である。
2つの波がある点に同時に達したときの変位
は，2つの波が単独に達したときの変位の和
であることを理解させる。一直線上で要素の
等しい2つの波形が逆向きに進むと，重なり
あって定在波ができる。この定在波の媒質
は，場所によって振幅が異なることを理解さ
せる。ウェーブマシンにパルスを送ったとき，
自由端では山の入射波は山として反射され
るが，固定端では山は谷として反射されるこ
とを理解させる。

【知識・技能】
・波の発生原理や基本事項を理解している。縦波と横波の
違いを理解している。縦波を横波の形で表現できている。
・定在波の生じるしくみを理解している。ウェーブマシンの
実験・観察を通して，波の重ねあわせの原理や自由端・固
定端での波の反射について理解している。
【思考・判断・表現】
・波の伝わるようすを，グラフで表現することができる。波
に基本事項について説明できる。与えられた情報を正しく
読み取り，問いに答えられている。
・定在波を発生させる条件を正しく理解し，説明できる。
固定端と自由端での波の反射について，その違いを明確
に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な波の現象に興味をもち，波の発生原理や基本事
項について理解しようとしている。
・波が衝突や反射するときどのようになるか，興味を持っ
て，自分の考えを述べることができる。

○ ○ ○ 6

熱とエネルギー
・熱と物質の状態
・熱と仕事

熱運動について理解させ、温度は，原子や
分子の熱運動の激しさを示すものであり，熱
運動が停止するときの温度を0とする絶対温
度について理解させる。絶対温度（K）とセル
シウス温度（℃）との関係をを理解させる。熱
の移動がエネルギーの移動であることし，熱
がエネルギーの一形態であること、熱平衡，
熱の移動，熱量，および，これらの関係につ
いても理解させる。熱容量や比熱の定義を
理解させ，温度変化に必要な熱量を，熱容
量や比熱を用いて表すことができるようにす
る。また，外部との熱のやりとりがない場合，
熱量が保存されることを理解させる。
固体，液体，気体の3つの状態が存在し，い
ずれの状態でも熱運動があること，温度が
上がると物体の体積が大きくなることを理解
させる。
熱がエネルギーの一形態であること、気体
の内部エネルギーは，温度が高いほど，ま
た分子の数が多いほど大きくなることを理解
させる。また，物体の内部エネルギーを変化
させる方法は2種類あり，それは熱することと
仕事をすることであること（熱力学第一法則）
を理解させる。自然界のエネルギーの変換
では不可逆変化が伴うことを示し，それに関
連して熱機関の効率について理解させる。

【知識・技能】
・温度，熱運動，熱量，比熱，熱容量などが正しく理解され
ている。熱量の保存について理解し，熱量保存の式を立
てることができる。物質が，固体→液体，液体→気体にな
る際の，熱のやりとりについて理解している。
・仕事と熱の関係や熱力学第一法則について理解してい
る。熱機関と熱機関の効率について理解している。
【思考・判断・表現】
・日常的な事象を，学習内容に照らし合わせて説明でき
る。
温度や熱容量，比熱はどのような物理量か，自分の言葉
で説明できる。水の状態図から情報を読み取り，日常的な
事象について理由などを推測し，説明することができる。
・日常的な現象を熱と仕事の関係を踏まえて説明できる。
不可逆変化とはどのような変化かを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・ものの温まりやすさなど，熱にかかわる現象について興
味関心をもち，理解しようとしている。
・熱と仕事の関係について興味関心をもち，理解しようとし
ている。

○

２
学
期



波の性質
・波と媒質の運動
・波の伝わり方

波動とは，媒質の1点に起こった振動が，媒
質中を少しずつ遅れて伝わっていく現象であ
ることを理解させる。波を表す要素は振幅，
周期，振動数，波長そして波の伝わる速さで
ある。媒質の振動の方向に対して垂直な方
向へ伝わる波形が横波，振動と同じ方向へ
伝わる波形が縦波である。
2つの波がある点に同時に達したときの変位
は，2つの波が単独に達したときの変位の和
であることを理解させる。一直線上で要素の
等しい2つの波形が逆向きに進むと，重なり
あって定在波ができる。この定在波の媒質
は，場所によって振幅が異なることを理解さ
せる。ウェーブマシンにパルスを送ったとき，
自由端では山の入射波は山として反射され
るが，固定端では山は谷として反射されるこ
とを理解させる。

【知識・技能】
・波の発生原理や基本事項を理解している。縦波と横波の
違いを理解している。縦波を横波の形で表現できている。
・定在波の生じるしくみを理解している。ウェーブマシンの
実験・観察を通して，波の重ねあわせの原理や自由端・固
定端での波の反射について理解している。
【思考・判断・表現】
・波の伝わるようすを，グラフで表現することができる。波
に基本事項について説明できる。与えられた情報を正しく
読み取り，問いに答えられている。
・定在波を発生させる条件を正しく理解し，説明できる。
固定端と自由端での波の反射について，その違いを明確
に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な波の現象に興味をもち，波の発生原理や基本事
項について理解しようとしている。
・波が衝突や反射するときどのようになるか，興味を持っ
て，自分の考えを述べることができる。

○ ○ ○ 6

静電気現象の観察からはじめる。物体が帯
電するしくみでは，帯電は電子の過不足から
生じ，電気現象は電子が主役であることを認
識させる。
電流の向きと大きさ，電圧・電流・電気抵抗
にオームの法則が成りたつことも理解させ
る。直列・並列接続の特徴を理解させる。
導体の両端に電圧を加えると導体の温度が
上がることを理解させる。またその際に発生
する熱をジュール熱とよぶこと，および，発
熱量が電流と電圧と時間の積で表されるこ
とを理解させる。電流がする仕事（電力量）
ＷがIVt〔Ｊ〕に等しいことを理解させ，これが
発生するジュール熱に等しいこと，および，
電流が単位時間にする仕事率（電力）IV

【知識・技能】
・物体の帯電するしくみについて理解している。導体・不導
体，半導体の違いについて理解している。
・電流と電圧の基礎について理解している。オームの法
則，抵抗の接続，抵抗率の基礎について理解している。
・ジュールの法則について理解している。電力量と電力の
意味（およびその公式）について理解している。
【思考・判断・表現】
・ガラス棒を絹などでこすった際に，それぞれどのような帯
電状態になるかを説明できる。
・オームの法則を理解し，I-Vグラフより，金属の抵抗値を
求めることができる。家庭に来ている電気の電圧・電流の
値から，使用できる電気器具の数の上限を類推すること
ができる。金属の抵抗率が小さいほど電気をロスなく通し
やすく，大きいほど熱として消費しやすいことを理解してい

○ ○ ○ 4

1

３
学
期

音
・音の性質
・発音体の振動と共振共鳴

音波は空気を媒質とする縦波である。音の
高さ・大きさ・音色については定性的に説明
する。空気中を伝わる音の速さは，温度によ
り異なり温度が高いほど音の速さは速くな
る。うなりの現象を実験によって観察させ，
理由を理解させる。
弦の振動は，弦の両端を節とする定在波で
あることを，観察をもとにして理解させる。気
柱の固有振動は開端を腹，閉端を節とする
定在波であることを把握させる。振動体にそ
の固有振動の周期と等しい周期で変化する
外力を加えると，振動体は大きく振動するよ
うになる（共振・共鳴）ことを理解させる。

【知識・技能】
・日常生活での体験を通して，音の波としての性質を理解
している。うなりについて，音の干渉の知識を用いて定量
的に扱うことができる。
・弦や気柱の振動と音の高さの関係について理解してい
る。気柱の振動の際，管内に生じる定在波の腹は管口よ
り外にできることを理解している。
【思考・判断・表現】
・音を伝える際，空気などの媒質が必要であることを説明
できる。音の特徴づける3つの要素について説明できる。う
なりとはどのような現象であるかを説明できる。
・弦楽器の音にはどのようなことが関係しているかを，これ
までの学習内容を踏まえて考えることができる。倍音とは
どのような振動数の音であるかを説明できる。気温と管楽
器からの音の振動数にはどのような関係があるかを考察
し，説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・音に関する身近な問いかけについて，自分の考えを述べ
ることができる。身近な音の現象に興味をもち，基本事項

○ ○ ○ 5

物質と電気
・電気の性質
・電流と電気抵抗
・電気とエネルギー

期末考査 ○ ○

２
学
期

2

学年末考査 ○ ○ 1

磁場と交流
・電流と磁場
・交流と電磁波

磁石の性質，磁力線、直線電流が周囲につ
くる磁場，円形電流が円の中心につくる磁
場，ソレノイドがその内部につくる磁場の向
きについて理解させる。電流が磁場から受
ける力，直流モーターのしくみを理解させる。
コイル内に磁石を出し入れさせたときに，検
流計の針が振れる電磁誘導の現象を理解さ
せる。

【知識・技能】
・直線電流，円形電流，ソレノイドのつくる磁場の向きを判
断することができる。電磁誘導の基礎を理解している。
・交流電圧の基本について理解している。変圧器と送電の
基本について理解している。電磁波の振動数と波長の関
係を理解している。また，ラジオ放送やテレビ放送，携帯
電話など，身近に使われている電磁波の周波数について
も把握している。

○ ○ ○

65

2

物理学の拓く世界 スポーツ，防災，自動車のような身近な技術
を題材に，「物理基礎」の学習内容との関連
を理解させる。また，職業に就いている人の
声を紹介し，将来の進路について考える一
助となるようにする。

【知識・技能】
・物理基礎で学習してきた内容が，スポーツ，防災，自動
車とどのように関連しているかについて理解している。
【思考・判断・表現】
・私たちのくらしを支える技術に，高校で学んだ物理学の
知識がどのように活用されているかを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・スポーツや防災，自動車となどの身近な科学技術に，物

○ ○ ○ 2

エネルギーの利用
・エネルギーの移り変わり
・エネルギー資源と発電

光エネルギー，化学エネルギー，核エネル
ギーとは何か，またそれらのエネルギーの
具体的な利用について学習させる。
エネルギー資源には一次エネルギーと二次
エネルギーがあること，そして二次エネル
ギーの一種である電気エネルギーを得るた
めの発電の方法について，そのしくみと特徴
を学習させる。

【知識・技能】
・エネルギーにはどのような種類があるか，また，身近なさ
まざまな事象でどのようなエネルギー変換がさなされてい
るかを理解している。
・エネルギー資源にはどのようなものがあるか把握し，そ
れらの長所と短所を理解している。原子力発電に関連し
て，原子核の構成などを理解している。
【思考・判断・表現】

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ D 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査
○ ○ 1

○ ○ ○ 14

・酸化還元反応の化学反応式を作
成するだけでなく、その量的関係
についても扱う。

・金属のイオン化傾向について学
習し、金属のイオン化列について
理解を深め、日常生活でどのよう
に応用されているか学習する。

・金属の参加還元反応を整理し、
様々な金属の反応について整理す
る。

・電池の仕組みを理解し、電子の
物質量などを用いて実際に流れる
電流などを表現する、

・金属の電解精錬について理解を
深める。

・有機化合物とは何かを学習し、
日常生活での用途等を扱う。

・官能基について整理する。

・元素分析法について理解し、有
機化合物の分子量等を決定する。

【知識及び技能】
①適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元
剤の量的関係について理解することができ
る。
②金属のイオン化傾向による反応性の違いを
理解することができる。
③酸化還元反応の利用例とその反応について
考え，電池の仕組みや電気分解について理解
する。
④炭化水素の分類とその反応性の関係や構造
異性体の関係を理解している。
⑤有機化合物の成分元素の確認や組成式・分
子式・構造式の決定について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
①酸化還元反応の反応式を表すことができ
る。
②金属の反応性の違いをイオン化傾向との関
連で考えることができる。
③酸化還元反応を利用した，電池の簡単な構
造や電気分解について考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
①電池の仕組みについて興味をもち酸化還元
反応との関連や原理について調べようとす
る。
②酸化剤と還元剤を振り返って，日常生活や
社会に生かそうとする。
③人間生活において，酸化還元反応が身近に
起こっていることを調べようとする。
④有機化合物に関する性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造と性質や反
応性の関係について意欲的に探究しようとす
る。

・炭化水素の分類とその反応性の関係や構造
異性体の関係を理解している。

１
学
期

配当
時数

第2部　物質の変化
第3章　酸化還元反応

①酸化還元反応の仕組みを，酸素や
水素，電子の授受，酸化数と関連付
けて理解することができる。
②主な酸化剤と還元剤の反応をe-を
含むイオン反応式で表し，その組合
せで酸化還元反応式の表し方を理解
することができる。
　
③酸化反応と還元反応を酸素や水素
の授受から電子の授受に発展させて
関連付け，酸化数を用いて考えるこ
とができる。
④酸化還元反応の仕組みについて考
えることができる。

・酸化と還の定義を酸素、水素、
電子の授受によって成立している
ことを整理する。

・各原子やイオンでの酸化数の考
え方を学習し酸化と還元を酸化数
を用いて表現する。

・酸化剤と還元剤の反応を整理
し、半反応式を用いた酸化還元反
応を作成する。

・二酸化硫黄や過酸化水素などの
ような酸化剤と還元剤のどちらの
性質を有するような物質の扱い方
を学習する、

・ハロゲンの単体などには酸化力
に差があり、強さに応じて役割が
変わることがある。

【【知識及び技能】
①酸化還元反応の仕組みを，酸素や水素，電
子の授受，酸化数と関連付けて理解すること
ができる。
②主な酸化剤と還元剤の反応をe-を含むイオ
ン反応式で表し，その組合せで酸化還元反応
式の表し方を理解することができる。
【思考・判断・表現】
①酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受か
ら電子の授受に発展させて関連付け，酸化数
を用いて考えることができる。
②酸化還元反応の仕組みについて考えること
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
①代表的な化学反応の１つである酸化還元反
応の仕組みを，酸素や水素の授受，酸化数と
関連付けて理解し，その利用例について調べ
ようとしている。
②酸化と還元を振り返って，日常生活や社会
に生かそうとする。
③酸化剤と還元剤を振り返って，日常生活や
社会に生かそうとする。

○ ○ ○ 10

第2部　物質の変化
第3章　酸化還元反応

①適切な器具や指示薬を用いた酸化
剤と還元剤の量的関係について理解
することができる。
②金属のイオン化傾向による反応性
の違いを理解することができる。
③酸化還元反応の利用例とその反応
について考え，電池の仕組みや電気
分解について理解する。

④酸化還元反応の反応式を表すこと
ができる。
⑤金属の反応性の違いをイオン化傾
向との関連で考えることができる。
⑥酸化還元反応を利用した，電池の
簡単な構造や電気分解について考え
ることができる。

第４章　有機化合物(実教出版)
　１節　有機化合物とその構造
　
⑦有機化合物の性質や反応を観察，
実験などを通して探究し，有機化合
物の分類と特徴を理解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

理科 化学

（AB組：志村智也） （CD組：志村智也）

理科 化学 2

日常生活や社会との関連を図りながら，自然の
事物・現象について理解するとともに，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る基本的な技能を身に付ける。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養うとともに、論理的に考え科学的な見方・考
え方を用いて表現することができる。

啓林館「i版　化学基礎」（化基707）, 実教出版「化学　academia」

理科

自然の事物・現象に関して、理科の見方・考え方を活用して論理的に考察する力、科学的な表現を用いて明
瞭・的確に表現する力を養う。
自然の事物・現象に関して、主体的に関わり科学的に探究しようとする態度、視野を広く持ち科学的な根拠
に基づいた多面的な判断をしようとする態度、それらの過程を振り返って自身の行動を評価・改善しようと
する態度を養う。

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自然の事物・現象に対する概念や原理、法則への理解を深めるとともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験に関する技能を身に付けるようにする。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に
探究しようとする態度を養う。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】



〇 〇 〇 1

定期考査

1

○ ○ ○ 14

３
学
期

第５章　高分子化合物

　１節　高分子化合物
　２節　天然高分子化合物

①高分子化合物の性質や反応を観
察，実験を通して探究し，その特徴
を理解する。
②天然高分子化合物の構造や性質に
ついて理解する。
③天然高分子化合物，合成高分子化
合物の性質や反応性が，その構造お
よび結合の状態に特徴づけられる面
があることを見出し，いくつかの天
然高分子化合物，合成高分子化合物
について具体的に考察することがで
きる。

・様々な重合反応について整理、
理解する。

・糖類の命名、構造式が正しく表
現する。

・糖類の反応や性質などを整理、
理解する。

・タンパク質はα-アミノ酸で構成
されていることを理解する。

・α-アミノ酸の構造式が正しく書
ける。

・双性イオンや等電点の関連性を
理解する。

・アミノ酸やタンパク質の反応を
正しく理解する。

・構造未知のタンパク質の構造を
決定する。

【知識・技能】
①天然高分子化合物，合成高分子化合物の構
造や性質について理解し，知識を身につけて
いる。
②天然高分子族化合物，合成高分子化合物の
性質や反応について，観察，実験の基本操作
や記録の仕方を習得するとともに，実験器具
の選定や扱い方が身についている。
③観察，実験の過程や結果から生じる問題や
発見した事項について，自らの考えを導き出
した，新しい課題を設定することができる。

【思考・判断・表現】
①天然高分子化合物，合成高分子化合物の性
質や反応性が，その構造および結合の状態に
特徴づけられる面があることを見出し，いく
つかの天然高分子化合物，合成高分子化合物
について具体的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①天然高分子化合物，合成高分子化合物に関
する性質や反応に関する事物・現象に関心を
もち，その構造と性質や反応性の関係につい
て意欲的に探究しようとする。また，観察・
実験を行い探究しようとする。

〇 〇

　2節　脂肪族炭化水素
　3節　酸素を含む脂肪族化合物

①脂肪族炭化水素の性質や反応を構
造と関連して理解する。
②酸素を含む脂肪族炭化水素の性質
や反応について理解する。
③構造式によって，その化合物の性
質や反応性について推論することが
できる。
④有機化合物について観察，実験を
行うとともに，それらを日常生活と
関連させて探究しようとする。

・アルカンについて整理、理解す
る。
・構造異性体について理解する。
・置換反応について理解する。
・シクロアルカンについて整理、
理解する。
・アルケンについて整理、理解す
る。
・幾何異性体について理解し、
様々な構造異性体と区別しながら
適切な表現ができる。
・付加反応について理解する。
・シクロアルケンについて理解す
る。
・アルキンについて整理、理解す
る。
・エーテルの命名が正しく行え
る。
・様々なエーテルの性質を理解す
る。
・アルデヒド・ケトンの命名が正
しく行える。
・様々なアルデヒド・ケトンの性
質を理解する。
・カルボン酸の命名が正しく行え
る。
・様々なカルボン酸の性質を理解
する。

【知識・技能】
①脂肪族化合物の性質や反応性について，日
常生活に関連させて理解している。
②脂肪族化合物の性質や反応について，観
察，実験の基本操作や記録の仕方を習得する
とともに，実験器具の選定や扱い方が身につ
いている。
③観察，実験の過程や結果から生じる問題や
発見した事項について，自らの考えを導き出
した，新しい課題を設定することができる。
【思考・判断・表現】
①炭化水素，官能基をもつ有機化合物の性質
や反応性が構造に特徴づけられることを見出
し，構造異性体，鏡像異性体などを論理的に
考察し，説明することができる。
②構造式によって，その化合物の性質や反応
性について推論することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①脂肪族化合物に関する性質や反応に関する
事物・現象に関心をもち，その構造と性質や
反応性の関係について意欲的に探究しようと
する。
②脂肪族化合物について観察，実験を行うと
ともに，それらを日常生活と関連させて探究
しようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

・酸化還元反応の化学反応式を作
成するだけでなく、その量的関係
についても扱う。

・金属のイオン化傾向について学
習し、金属のイオン化列について
理解を深め、日常生活でどのよう
に応用されているか学習する。

・金属の参加還元反応を整理し、
様々な金属の反応について整理す
る。

・電池の仕組みを理解し、電子の
物質量などを用いて実際に流れる
電流などを表現する、

・金属の電解精錬について理解を
深める。

・有機化合物とは何かを学習し、
日常生活での用途等を扱う。

・官能基について整理する。

・元素分析法について理解し、有
機化合物の分子量等を決定する。

【知識及び技能】
①適切な器具や指示薬を用いた酸化剤と還元
剤の量的関係について理解することができ
る。
②金属のイオン化傾向による反応性の違いを
理解することができる。
③酸化還元反応の利用例とその反応について
考え，電池の仕組みや電気分解について理解
する。
④炭化水素の分類とその反応性の関係や構造
異性体の関係を理解している。
⑤有機化合物の成分元素の確認や組成式・分
子式・構造式の決定について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
①酸化還元反応の反応式を表すことができ
る。
②金属の反応性の違いをイオン化傾向との関
連で考えることができる。
③酸化還元反応を利用した，電池の簡単な構
造や電気分解について考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
①電池の仕組みについて興味をもち酸化還元
反応との関連や原理について調べようとす
る。
②酸化剤と還元剤を振り返って，日常生活や
社会に生かそうとする。
③人間生活において，酸化還元反応が身近に
起こっていることを調べようとする。
④有機化合物に関する性質や反応に関する事
物・現象に関心をもち，その構造と性質や反
応性の関係について意欲的に探究しようとす
る。

・炭化水素の分類とその反応性の関係や構造
異性体の関係を理解している。

１
学
期

２
学
期 ○ ○

〇 15

○ 13

第４章　有機化合物
　4節　芳香族化合物

①芳香族化合物の構造，性質および
反応について理解する。
②有機化合物が，その特徴を生かし
て人間生活の中で利用されているこ
とを理解する。
③有機化合物の性質と利用に関して
探究活動を行い，理解を深めるとと
もに化学的に探究する能力を高め
る。
④構造式によって，その化合物の性
質や反応性について推論することが
できる。
⑤・有機化合物について観察，実験
を行うとともに，それらを日常生活
と関連させて探究しようとする。

・ベンゼンの構造や芳香族炭化水
素に関連する知識を整理、理解す
る。

・芳香族炭化水素の反応を整理、
理解する。

・フェノール類の性質及び反応を
整理、理解する。

・芳香族カルボン酸などの性質及
び反応を整理、理解する。

・窒素を含む芳香族化合物の性質
及び反応を整理、理解する。

・方向物化合物の混合物を正しい
分離操作を理解する。

【知識・技能】
①芳香族化合物の分類とその反応性の関係や
異性体，配向性の関係を理解している。
②芳香族化合物の性質が置換基により特徴づ
けられることを具体的な物質で理解し，さら
に芳香族化合物相互の関連性について理解し
ている。
③芳香族化合物の性質や反応性について，日
常生活に関連させて理解している。
④芳香族化合物の性質や反応について，観
察，実験の基本操作や記録の仕方を習得する
とともに，実験器具の選定や扱い方が身につ
いている。
【思考・判断・表現】
①観察，実験の過程や結果から生じる問題や
発見した事項について，自らの考えを導き出
した，新しい課題を設定することができる。
②ベンゼン，置換基をもつ芳香族化合物の性
質や反応性が構造に特徴づけられることを見
出し，異性体，配向性などを論理的に考察
し，説明することができる。
③構造式によって，その化合物の性質や反応
性について推論することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】

○ ○ ○ 13

1

定期考査

第2部　物質の変化
第3章　酸化還元反応

①適切な器具や指示薬を用いた酸化
剤と還元剤の量的関係について理解
することができる。
②金属のイオン化傾向による反応性
の違いを理解することができる。
③酸化還元反応の利用例とその反応
について考え，電池の仕組みや電気
分解について理解する。

④酸化還元反応の反応式を表すこと
ができる。
⑤金属の反応性の違いをイオン化傾
向との関連で考えることができる。
⑥酸化還元反応を利用した，電池の
簡単な構造や電気分解について考え
ることができる。

第４章　有機化合物(実教出版)
　１節　有機化合物とその構造
　
⑦有機化合物の性質や反応を観察，
実験などを通して探究し，有機化合
物の分類と特徴を理解する。



３
学
期

第５章　高分子化合物

　１節　高分子化合物
　２節　天然高分子化合物

①高分子化合物の性質や反応を観
察，実験を通して探究し，その特徴
を理解する。
②天然高分子化合物の構造や性質に
ついて理解する。
③天然高分子化合物，合成高分子化
合物の性質や反応性が，その構造お
よび結合の状態に特徴づけられる面
があることを見出し，いくつかの天
然高分子化合物，合成高分子化合物
について具体的に考察することがで
きる。

・様々な重合反応について整理、
理解する。

・糖類の命名、構造式が正しく表
現する。

・糖類の反応や性質などを整理、
理解する。

・タンパク質はα-アミノ酸で構成
されていることを理解する。

・α-アミノ酸の構造式が正しく書
ける。

・双性イオンや等電点の関連性を
理解する。

・アミノ酸やタンパク質の反応を
正しく理解する。

・構造未知のタンパク質の構造を
決定する。

【知識・技能】
①天然高分子化合物，合成高分子化合物の構
造や性質について理解し，知識を身につけて
いる。
②天然高分子族化合物，合成高分子化合物の
性質や反応について，観察，実験の基本操作
や記録の仕方を習得するとともに，実験器具
の選定や扱い方が身についている。
③観察，実験の過程や結果から生じる問題や
発見した事項について，自らの考えを導き出
した，新しい課題を設定することができる。

【思考・判断・表現】
①天然高分子化合物，合成高分子化合物の性
質や反応性が，その構造および結合の状態に
特徴づけられる面があることを見出し，いく
つかの天然高分子化合物，合成高分子化合物
について具体的に考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
①天然高分子化合物，合成高分子化合物に関
する性質や反応に関する事物・現象に関心を
もち，その構造と性質や反応性の関係につい
て意欲的に探究しようとする。また，観察・
実験を行い探究しようとする。

〇 〇 〇 15

定期考査

〇 〇
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合計
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第

教科担当者：

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術 音楽Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
・様々な様式の音楽作品について理解を深める。
・音楽のよさや楽しさを感じるとともに、思いや意図を
もって表現したり味わって聴いたりする力を高める。
・読譜能力を高め、音楽理論について理解を深める。

・感性を働かせ、他者と協働しながら音楽表現を高めた
り、分析的に音楽を聴いてそのよさや価値観等を論評す
る。

ON!２(音楽之友社）

芸術

（A組：島田　）（B組：島田　）（C組：島田　）（D組：島田　）（E組：島田　）（F組：島田　）

表現

評価規準
鑑
賞

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わりについて理解している。
・音楽を形作っている要素及び音楽に関する
用語や記号について、音楽における働きと関
わらせて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために
求められる、曲種に応じた発声、言葉の発
音、身体の使い方、他者との調和を意識して
歌う技能を高めている。
【思考・判断・表現】
・音楽の諸要素について、知覚したり感受し
たりしたことを総合的に考え、歌唱表現に関
わる知識や技能を得たり生かしたりしなが
ら、自己のイメージを持って歌唱表現を創意
工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・曲想と音楽の構造との関りに関心を持ち、
主体的・協働的に歌唱表現に取り組もうとし
ている。

知 思

【知識・技能】
・曲想と音楽の構造との関わりを理解し、創
意工夫をしてリズムアンサンブルにふさわし
い音楽表現をできる技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・各パートのリズム・テンポ・強弱・反復等
の関係性が重要であることを理解し、それら
の働きを感受しながら、知覚したこととの関
わりについて考え、アンサンブルとして合わ
せることへの表現意図を持っている。
【学びに向かう力、人間性等】
・アンサンブル活動がもつ楽しさや、アンサ
ンブル技能の向上に関心を持ち、主体的・協
働的に取り組もうとしている。

【知識・技能】
・曲想と物語の特徴と登場人物との関わりに
ついて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために
楽曲にふさわしい発声・発音などの技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関
連を知覚し、その働きを感受し、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、
物語の登場人物のイメージをもって歌唱表現
に創意工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生徒自らがミュージカルに興味・関心を持
ち、主体的・協働的に歌唱の学習に取り組も
うとしている。

Cミュージカルに親しむ
【知識及び技能】
・曲想と音楽の構造との関わり、登
場人物の歌う様々なナンバーの表現
形態の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・音楽を形づくっている要素や要素
同士の関連を知覚し、その働きを感
受し、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、登場人物
の心情を捉えて、イメージをもって
歌唱表現に創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・ミュージカルに関心を持ち、主体
的・協働的に歌唱の学習に取り組
む。

・指導事項
（ア）歌唱表現に関わる知識や技能
を得たり生かしたりしながら、自己
のイメージを持って歌唱表現を創意
工夫させる。
（イ）曲想と音楽の構造や歌詞、文
化的・歴史的背景との関わりについ
て理解させる。
（ウ）曲にふさわしい発声、言葉の
発音、身体の使い方などの技能を身
につけさせる。

・教材
「ウエストサイドストーリー」より
「Tonight」

〇

A 愛唱歌を歌う
【知識及び技能】
・音楽を形作っている要素及び音楽
に関する用語や記号について、音楽
における働きと関わらせて理解する
とともに、曲にふさわしい発声や言
葉の発音、身体の使い方などの技能
を高める。
【思考力、判断力、表現力等】
・音楽の諸要素について、知覚した
り感受したりしたことを総合的に考
え、歌唱表現に関わる知識や技能を
高めたり生かしたりしながら、自己
のイメージを持って歌唱表現を創意
工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的・協働的に歌唱表現に取り
組み、生涯にわたり音楽を愛好する
心情を育むとともに、感性を高め、
音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

・指導事項
（ア）歌唱表現に関わる知識や技能
を高めたり生かしたりしながら、自
己のイメージを持って歌唱表現を創
意工夫させる。
（イ）曲想と音楽の構造や歌詞、文
化的・歴史的背景との関わりについ
て理解を深めさせる。
（ウ）言葉の特性と曲種に応じた発
声との関わりについて理解を深めさ
せる。
（エ）曲にふさわしい発声、言葉の
発音、身体の使い方などの技能を向
上させる。
（オ）他者との調和を意識して歌う
技能を向上させる。

・教材
「地球星歌」
「ひまわりの約束」
「ふるさと」

〇

Bリズムアンサンブルの楽しさを味
わう
【知識及び技能】
・曲想と音楽の構造との関わりを理
解し、創意工夫をしてリズムアンサ
ンブルにふさわしい音楽表現をでき
る技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・各パートのリズムや強弱を知覚
し、お互いのかかわりについて考
え、そこから感受したことをふまえ
て、表現意図をもつとともに面白
さ・良さを味わう。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的・協働的に取り組むことで
アンサンブルの楽しさを味わう。

・指導事項
（ア）アンサンブル表現に関わる知
識や技能を得たり生かしたりしなが
ら、自己のイメージを持ってアンサ
ンブル表現を創意工夫させる。
（イ）反復・変化・対照などの手法
を活用して音楽をつくる技能を身に
つけさせる。
（ウ）主体的・協働的に取り組ま
せ、アンサンブルの楽しさを味わわ
せる。

・教材
「クラッピング・カルテット」

〇

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養い，豊かな情操を培う。

音楽Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術を表現したり鑑賞したりする際に必要な知識を習得するとともに、多様な作品についてそれぞれの思
いや意図に基づいた表現が出来るための技能を高める。

【学びに向かう力、人間性等】
・音楽の幅広い活動を通して、音楽的な見方・考え方を働
かせ、生活や社会の中の音や音楽、音楽文化と幅広く関わ
る資質・能力を高める。
・我が国や郷土の伝統音楽に親しみ、そのよさを味わえる
力を高める。

12〇 〇 〇 〇

6

6

態

配
当
時
数

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

○

２学年A～F組

１
学
期

音楽Ⅱ芸術

○ ○

〇 〇 〇
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【知識・技能】
・旋律とベース音の関係について理解し、お
互いの音を聴きあいながら演奏するアンサン
ブル能力を身に付けている。
・パートナーソングについてその構造を理解
し、お互いの音を聴きあいながら演奏するア
ンサンブル能力を身に付けている。
・英語音名について理解し、楽譜を読むこと
が出来る。
【思考・判断・表現】
・楽曲の構成による音楽的効果を考えながら
表現を工夫することが出来る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・仲間と主体的・協働的にアンサンブル活動
に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇

【知識・技能】
・曲想と物語の特徴と登場人物との関わりに
ついて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために
楽曲にふさわしい発声・発音などの技能を身
に付けている。
【思考・判断・表現】
・音楽を形づくっている要素や要素同士の関
連を知覚し、その働きを感受し、知覚したこ
とと感受したこととの関わりについて考え、
物語の登場人物のイメージをもって歌唱表現
に創意工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生徒自らがミュージカルに興味・関心を持
ち、主体的・協働的に歌唱の学習に取り組も
うとしている。

【知識・技能】
・ゴスペル音楽の特性と曲種に応じた発声と
の関わりについて理解している。
・創意工夫を生かした歌唱表現をするために
必要な、楽曲にふさわしい発声、言葉の特徴
をとらえた発音などの技能を身につけてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・言葉（歌詞）のリズムと旋律の関連を知覚
し、それらの働きを感受しながら、どのよう
に歌唱表現するかについて表現意図をもって
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
・ゴスペル音楽について関心を持ち、それぞ
れの楽曲の雰囲気をもって、主体的・協働的
に歌唱の活動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
・楽曲にふさわしい奏法などの技能を身につ
けている。
・アレンジの方法ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・音色やコードの響きを感じ取りながら、ど
のように演奏するかについて表現意図を持っ
ている。
【学びに向かう力、表現力等】
・アレンジすることやアンサンブルの演奏を
することに関心をもち、主体的・協働的に器
楽の活動に取り組もうとしている。

〇

〇

３
学
期

Fゴスペル音楽
【知識及び技能】
・ゴスペル音楽の特徴を理解し、曲
種に応じた発声法で歌う。
【思考力、判断力、表現力等】
・言葉（歌詞）のリズムと旋律の関
連を知覚し、それらの働きを感受し
ながら、どのように歌唱表現するか
自分なりの考えをもって表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・ゴスペル音楽について関心を持
ち、それぞれの楽曲の雰囲気を大切
にしながら、主体的・協働的に歌唱
の活動に取り組む。

・指導事項
（ア）ゴスペル音楽の特徴を理解さ
せ、曲種に応じた発声法を追及させ
る。
（イ）言葉（歌詞）のリズムと旋律
の関連を知覚させ、それらの働きを
感受させながら、どのように歌唱表
現するか自分なりの考えをもって表
現させる。
（ウ）ゴスペル音楽について楽曲の
雰囲気を大切にさせながら、主体
的・協働的に歌唱の活動に取り組ま
せる。

・教材
「天使にラブソングを」より「Hail
Holly Queen」

〇

Gリコーダーとギターのアンサンブ
ル
【知識及び技能】
・楽曲にふさわしい奏法などの技能
を身につける。
・曲のアレンジの方法ついて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・音色やコードの響きを感じ取りな
がら、どのように演奏すべきか自分
なりに考えながら表現する。
【学びに向かう力、表現力等】
・アレンジすることやアンサンブル
の演奏をすることに関心をもち、主
体的・協働的に器楽の活動に取り組
む。

・指導事項
（ア）楽曲にふさわしい奏法などの
技能を身につけさせる。
（イ）アレンジの方法ついて理解す
る。
（ウ）楽曲の雰囲気やコードの響き
を感じ取りながら、どのようにアレ
ンジするか自分なりに考えながら表
現させる。
（エ）アレンジやアンサンブルに関
心をもたせ、主体的・協働的に器楽
の活動に取り組ませる。

・教材
「カントリーロード」
「チェリー」

〇

２
学
期

Cミュージカルに親しむ
【知識及び技能】
・曲想と音楽の構造との関わり、登
場人物の歌う様々なナンバーの表現
形態の特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・音楽を形づくっている要素や要素
同士の関連を知覚し、その働きを感
受し、知覚したことと感受したこと
との関わりについて考え、登場人物
の心情を捉えて、イメージをもって
歌唱表現に創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・ミュージカルに関心を持ち、主体
的・協働的に歌唱の学習に取り組
む。

・指導事項
（ア）歌唱表現に関わる知識や技能
を得たり生かしたりしながら、自己
のイメージを持って歌唱表現を創意
工夫させる。
（イ）曲想と音楽の構造や歌詞、文
化的・歴史的背景との関わりについ
て理解させる。
（ウ）曲にふさわしい発声、言葉の
発音、身体の使い方などの技能を身
につけさせる。

・教材
「ウエストサイドストーリー」より
「Tonight」

〇

〇

〇

Dアルトリコーダー２重奏
【知識及び技能】
・旋律とベース音の関係について理
解し、お互いの音を聴きあいながら
演奏するアンサンブル能力を身に付
ける。
・パートナーソングについてその構
造を理解し、お互いの音を聴きあい
ながら演奏するアンサンブル能力を
身に付ける。
・英語音名による読譜に慣れる。
【思考力、判断力、表現力等】
・楽曲の構成による音楽的効果を考
えながら表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・仲間と主体的・協働的にアンサン
ブル活動に取り組む姿勢を養う。

・指導事項
（ア）旋律とベース音の関係につい
て理解させる。
（イ）パートナーソングについてそ
の音楽的構造を理解させる。
（ウ）お互いの音を聴きあいながら
演奏するアンサンブル能力を身に付
けさせる。
（エ）英語音名による読譜に慣れさ
せる。
（オ）仲間と主体的・協働的にアン
サンブル活動に取り組ませる。

・教材
「Old Bill Jones」
「Lemon」

Eギターに親しむ
【知識及び技能】
・楽曲にふさわしい奏法などの技能
を身につける。
・曲想とギターの基本的な奏法との
関わりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・音色やコードの響きを感じ取りな
がら、どのように演奏するかについ
て自分なりに考えながら表現する。
【学びに向かう力、表現力等】
・ギターの独奏やアンサンブルの演
奏をすることに関心をもち、主体
的・協働的に器楽の活動に取り組
む。

・指導事項
（ア）楽典の初歩として音階とダイ
ヤグラムについて指導する。
（イ）ギターの楽曲に親しみをもた
せ、ギターを弾くことに興味をもた
せる。
（ウ）コード表から簡単な和音
（コード）を弾けるようにさせる。

・教材
音階練習プリント
「アニーローリー」
「Good Morning To All」

12〇 〇 〇 〇

１
学
期

6

〇 〇 〇 6

〇 8〇 〇

【知識・技能】
・楽曲にふさわしい奏法などの技能を身につ
けている。
・曲想とギターの基本的な奏法との関わりに
ついて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・音色やコードの響きを感じ取りながら、ど
のように演奏するかについて表現意図を持っ
ている。
【学びに向かう力、表現力等】
・ギターの独奏やアンサンブルの演奏をする
ことに関心をもち、主体的・協働的に器楽の
活動に取り組もうとしている。

〇 〇



〇 〇 〇 〇 〇 10

【知識及び技能】
・音の重なり方についてその響きとともに理
解し、お互いのパートを聴きあいながら純正
調で響く和声をつくる技能を高めている。
・音楽の和声進行について理解し、それぞれ
の和音の持つ役割について考えながら、音楽
づくりが出来る能力を高めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・音の重なりや和声進行について、知覚した
り感受したりしたことを総合的に考え、合唱
表現に関わる知識や技能を高めたり生かした
りしながら、自己のイメージを持って歌唱表
現を創意工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的・協働的に合唱表現に取り組み、生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽によって生活や社会を
明るく豊かなものにしていく態度を身に付け
ているか。

３
学
期

H合唱曲に親しむ
【知識及び技能】
・音の重なり方についてその響きと
ともに理解し、お互いのパートを聴
きあいながら純正調で響く和声をつ
くる技能を高める。
・音楽の和声進行について理解し、
それぞれの和音の持つ役割について
考えながら、音楽づくりが出来る能
力を高める。
【思考力、判断力、表現力等】
・音の重なりや和声進行について、
知覚したり感受したりしたことを総
合的に考え、合唱表現に関わる知識
や技能を高めたり生かしたりしなが
ら、自己のイメージを持って歌唱表
現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的・協働的に合唱表現に取り
組み、生涯にわたり音楽を愛好する
心情を育むとともに、感性を高め、
音楽によって生活や社会を明るく豊
かなものにしていく態度を養う。

・指導事項
（ア）音の重なり方についてその響
きとともに理解させ、純正調で響く
和声をつくる技能を高める。
（イ）音楽の和声進行について理解
させ、それぞれの和音の持つ役割に
ついて考えさせる。
（ウ）音の重なりや和声進行につい
て、知覚したり感受したりしたこと
を総合的に考えさせ、自己のイメー
ジを持って歌唱表現を創意工させ
る。
（エ）主体的・協働的に取り組ま
せ、生涯にわたり音楽を愛好する心
情を育む。

・教材
「あなたへ」
「友」



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科 芸術科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

A ステンドグラスをつくろう（デザイン）
【知識及び技能】
・色彩・構図・造形的な特徴などを基に、ス
ノードーム全体のイメージや作風で捉えるこ
とを理解している。
・2種類の粘土の素材感を理解し、その特性を
活かし、効果的に表している。
・スノードームいう表現方法の中で、創意工
夫し、主題を追求して創造的に表している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身が感じ取ったことや考えたことから対
象を生成し、表現形式の特性を生かし、色
彩・構図などを考え創造的な表現の構想を
練っている。
・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫などについ
て考え、見方や感じ方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的にスノードームを見つめ、感じ取っ
たことや考えたことなどを基にした表現の創
造活動に取り組もうとしている。
・主体的に作品の造形的なよさや美しさを感
じ取り、作者の表したい世界観などについて
考え、見方や感じ方を深める鑑賞の創造的な
諸活動に取り組もうとしている。

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに，意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

美術Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】

A日本画制作
絵巻物を作ろう（絵画）
【知識及び技能】
・日本画の絵の具や水墨の特徴など
を基に、全体のイメージや作風で捉
えることを理解する。
・筆の使い方を理解し、効果的にそ
の特性を活かし、表す。
・絵巻という表現方法の中で、創意
工夫し、主題を追求して創造的に表
す。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身が感じ取ったことや考えたこ
とから創作対象を生成し、表現形式
の特性を生かし、構図や明暗などを
考え創造的な表現の構想を練る。
・造形的なよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や意図と創造的な表
現の工夫などについて考え、見方や
感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に絵巻という形式から感じ
取ったことや考えたことなどを基に
した表現の創造活動に取り組もうと
する。
・主体的に作品の造形的なよさや美
しさを感じ取り、作者の表したい風
景像などについて考え、見方や感じ
方を深める鑑賞の創造的な諸活動に
取り組もうとする。

・指導事項
〇日本画の絵の具と水墨を使い絵
巻物の形で表現する

・教材
巻紙、日本画絵の具、水墨

・一人１台端末の活用　等
〇制作した作品の画像を撮影し、
その変容や作品の変化を読みと
る。
〇作品の鑑賞を行い、意見交換を
しながら表現の視野を拡げる

（　AB組：阿部　） （　CD組：阿部　） （　EF組：阿部　）

芸術科 美術Ⅱ 2

２
学
期

・指導事項
〇スノードームのデザインを考え
る
〇2種類の粘土それぞれの技法を習
得をする
〇ラミネートの技術を使い、ドー
ム内の装飾を制作する

・教材
いろプラ粘土、石粉粘土、アクリ
ル絵の具、ラミネーター

・一人１台端末の活用　等
〇Teamsや作品の鑑賞を行い、意見
交換をしながら表現の視野を拡げ
る

○

A スノードームをつくろう（彫刻）
【知識及び技能】
・色彩・構図・造形的な特徴などを
基に、スノードーム全体のイメージ
や作風で捉えることを理解する。
・2種類の粘土の素材感を理解し、
その特性を活かし、効果的に表す。
・スノードームという表現方法の中
で、創意工夫し、主題を追求して創
造的に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身が感じ取ったことや考えたこ
とから対象を生成し、表現形式の特
性を生かし、色彩・構図などを考え
創造的な表現の構想を練る。
・造形的なよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や意図と創造的な表
現の工夫などについて考え、見方や
感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的にスノードームを見つめ、
感じ取ったことや考えたことなどを
基にした表現の創造活動に取り組も
うとする。
・主体的に作品の造形的なよさや美
しさを感じ取り、作者の表したい世
界観などについて考え、見方や感じ
方を深める鑑賞の創造的な諸活動に
取り組もうとする。

○ ○ ○ ○ 28

【知識及び技能】
・日本画の絵の具や水墨の特徴を基に、全体
のイメージや作風で捉えることを理解してい
る。
・日本画の絵の具を理解し、効果的にその特
性を活かし、表している。
・絵巻という表現方法の中で、創意工夫し、
主題を追求して創造的に表している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身が感じ取ったことや考えたことから創
作対象を生成し、表現形式の特性を生かし、
色彩・構図や質感などを考え創造的な表現の
構想を練っている。
・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫などについ
て考え、見方や感じ方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に絵巻物を、見つめ感じ取った
ことや考えたことなどを基にした表現の創造
活動に取り組もうとしている。
・主体的に作品の造形的なよさや美しさを感
じ取り、作者の表したい内面の世界などにつ
いて考え、見方や感じ方を深める鑑賞の創造
的な諸活動に取り組もうとしている。

配
当
時
数

１
学
期

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

○ ○ ○

思 態

26

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もうと
している。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造的
に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、
美術の働きなどについて考え、主題を生成し創造
的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美
術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりし
ている。

日本文教出版　高校生の美術２

芸術科

創造的な表現を工夫したり，芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い，豊か
な情操を培う。

美術Ⅱ



A ソーシャルデザイン～社会の課題をデザイ
ンで解決しよう（デザイン）
【知識及び技能】
・現代社会の課題を解決するための提案がで
きる。問題解決のためのデザイン画とワーク
ショップ（イベント）の計画書を作り、創造
的なプレゼンテーションができる。
・問題解決のための表現方法を創意工夫し、
目的や計画をもとに創造的に表している。
【思考力、判断力、表現力等】
・デザインの機能や効果、表現形式の特性を
考え創造的な解決策の構想を練っている。
・ソーシャルデザインの目的や機能との調和
のとれた洗練された解決方法を感じ取り、意
図と創造的なデザインの工夫点などについて
考え、見方や感じ方を深めることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に社会の課題を見つめ、感じ取った
ことや考えたことなどを基にしたデザインの
創造活動に取り組もうとしている。
・主体的に企画したソーシャルデザインのよ
さや美しさを感じ取り、制作者の表したい解
決策の価値などについて考え、見方や感じ方
を深め、鑑賞の創造的な諸活動に取り組もう
としている。

A ステンドグラスをつくろう（デザイン）
【知識及び技能】
・色彩・構図・造形的な特徴などを基に、ス
ノードーム全体のイメージや作風で捉えるこ
とを理解している。
・2種類の粘土の素材感を理解し、その特性を
活かし、効果的に表している。
・スノードームいう表現方法の中で、創意工
夫し、主題を追求して創造的に表している。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身が感じ取ったことや考えたことから対
象を生成し、表現形式の特性を生かし、色
彩・構図などを考え創造的な表現の構想を
練っている。
・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の
心情や意図と創造的な表現の工夫などについ
て考え、見方や感じ方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的にスノードームを見つめ、感じ取っ
たことや考えたことなどを基にした表現の創
造活動に取り組もうとしている。
・主体的に作品の造形的なよさや美しさを感
じ取り、作者の表したい世界観などについて
考え、見方や感じ方を深める鑑賞の創造的な
諸活動に取り組もうとしている。

２
学
期

３
学
期

〇 〇

A スノードームをつくろう（彫刻）
【知識及び技能】
・色彩・構図・造形的な特徴などを
基に、スノードーム全体のイメージ
や作風で捉えることを理解する。
・2種類の粘土の素材感を理解し、
その特性を活かし、効果的に表す。
・スノードームという表現方法の中
で、創意工夫し、主題を追求して創
造的に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
・自身が感じ取ったことや考えたこ
とから対象を生成し、表現形式の特
性を生かし、色彩・構図などを考え
創造的な表現の構想を練る。
・造形的なよさや美しさを感じ取
り、作者の心情や意図と創造的な表
現の工夫などについて考え、見方や
感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的にスノードームを見つめ、
感じ取ったことや考えたことなどを
基にした表現の創造活動に取り組も
うとする。
・主体的に作品の造形的なよさや美
しさを感じ取り、作者の表したい世
界観などについて考え、見方や感じ
方を深める鑑賞の創造的な諸活動に
取り組もうとする。

A ソーシャルデザイン～社会の課題
をデザインで解決しよう（デザイ
ン）
【知識及び技能】
・現代社会の課題を解決するための
提案をする。問題解決のためのデザ
イン画とワークショップ（イベン
ト）の計画書を作り、創造的なプレ
ゼンテーションができるようにな
る。
・問題解決のための表現方法を創意
工夫し、目的や計画をもとに創造的
に表す。
【思考力、判断力、表現力等】
・デザインの機能や効果、表現形式
の特性を考え創造的な解決策の構想
を練る。
・ソーシャルデザインの目的や機能
との調和のとれた洗練された解決方
法を感じ取り、意図と創造的なデザ
インの工夫点などについて考え、見
方や感じ方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に社会の課題を見つめ、感
じ取ったことや考えたことなどを基
にしたデザインの創造活動に取り組
もうとする。
・主体的に企画したソーシャルデザ
インのよさや美しさを感じ取り、制
作者の表したい解決策の価値などに
ついて考え、見方や感じ方を深め、
鑑賞の創造的な諸活動に取り組もう
とする。

・指導事項
〇グループ共同でオリジナルお菓
子の企画を行う

① 商品のアイデアだし
② ロゴデザイン
③ パッケージデザイン
④ 中身サンプルを樹脂粘土を用い
て制作
⑤ 商品企画のプレゼンテーション
を行う

・教材
画用紙、ペン、色鉛筆、アクリル
絵の具、樹脂粘土

・一人１台端末の活用　等
〇Teamsや作品を用いてプレゼン
テーションを行う。中間講評や最
終プレゼンテーションを通して、
意見交換をしながら商品デザイン
の質を向上させる。

○ ○ 16〇 ○

合
計

70



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和5年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

〇 2

〇 〇 〇 〇 〇 14

〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書体の成立、変遷により、現在使われている文字が
どのように出来たのかを理解し、毛筆の特性である
弾力性を活かした筆使いを身に付け、楷書・行書や
隷書、仮名の特徴を理解して、各書体の基本的用筆
を習得するようにする。

楷書の代表的な古典を比較し、同じ楷書といっても各作品により
特徴があることを発見する鑑賞力の重要性を理解していく。その
鑑賞のポイントとなる線質の曲直・細太等に着目し、特徴や注意
点を整理して表現する力を養う。行書・楷書についても同様。仮
名は小筆を使うため、小筆の基本的な扱い方を習得して基礎を身
につけていく。

書道Ⅱ（東京書籍）

芸術科書道として、書体の成立および変遷により、現在使われている文字がどのように出来たのかを理解し、毛筆の
特性である弾力性を活かした書写能力を身に着けるようにする。

課題となる古典（過去のすぐれた作品）を見て、特徴や注意点を見つける鑑賞力を高め、その特徴などを表現するに
は筆をどう扱い動かせばよいかを考え、的確に表現する（書く）能力を養う。

書を学習して身につくものの一つに集中力がある。作品をまとめていく過程では集中力は非常に大切な要素となる。
また、一点だけを見るのではなく、全体を見ながら作品と向き合っていき、上手く書けない部分（問題）を修正（改
善）する力を身につけていく。それが日常生活に活かされるように。

書道Ⅱ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】
文字や書体成立の歴史を理解して、文字の大切さを改めて
認識する。
作品をまとめていく上で、途中で投げ出さず最後まで課題
と向き合い、修正点や改善点を見つけ、やりとげる力を養
い、物事に向き合うときの集中力を身に付けるようにす
る。

配
当
時
数

評価規準 知

【知識・技能】
・用具の配置を正しく使えているか。
・姿勢正し半紙に向き合えているか。
・書体の歴史を理解できているか。
・蔵鋒・中鋒・波勢・波磔をしっかり使えてい
るか。
【思考・判断・表現】
・作品の特徴を理解し、自分の作品に生かせる
か。
【主体的に学習に取り組む態度】
・書き続けるだけではなく、書いた作品を見本
と比較して修正出来ているか。また、修正点等
がわからない時は添削や助言を積極的に求めて
いるか。

〇 20

〇 2

・指導内容
（ア）行書成立の過程を年表等を使
い、理解すること。
（イ）行書の特徴を成立過程から理
解し、習得すること。
（ウ）代表古典、作者を押さえて各
作品の特徴を理解すること。
（エ）古典作品を鑑賞し、どのよう
な特徴があるか、他の作品と比較す
ると違いはあるのか等を時代背景も
考えていくようにする。
（オ）自分の作品に特徴が表現出来
ているか参考見本と比べ、修正点、
改善点を発見出来るよう細部まで鑑
賞するよう指導する。
・教材
教科書（集王聖教序、祭姪文稿、伊
都内親王願文、王羲之、三筆と三
跡）
参考プリント

〇 〇

A 漢字の書（篆・隷・楷書）
【知識及び技能】
・用具用材の特性を生かし、効果的
に使えること。
・姿勢・執筆法を理解し、正しく筆
を扱えること。
・書体の成立と変遷を理解するこ
と。
・篆・隷書の特徴である蔵鋒・中
鋒・波勢・波磔を理解し、それを使
うこと。
・代表古典を押さえて各作品の特徴
を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典作品を鑑賞し、どのような特
徴があるか、他の作品と比較すると
違いはあるのか等の鑑賞力を身に付
ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品の特徴を表現するためには、
どこに注意し、自分の作品のどこを
修正していけば良いのか、見比べる
集中力を養う。

・指導内容
（ア）用具の中での筆と半紙の特性
には気を付けて使えるようにする。
（イ）正しく構え、筆を使う重要性
を理解させる。
（ウ）書体の歴史を年表を使いなが
ら理解させていく。
（エ）蔵鋒・中鋒・波勢・波磔を使
えるようにする。
（オ）古典により特徴（癖）がある
こと、同じ作者でも時期により特徴
が変わることがあることを理解す
る。
（カ）鑑賞のポイントを理解し、そ
のポイントに作品を当てはめて特徴
を見つけられるようにする。
（キ）自分の作品と参考見本を比
べ、何を修正すれば良いかを見つけ
られるようにする。

・教材
教科書（石鼓文、礼器碑、薦李直
表、秦の始皇帝）
参考プリント

〇

授業内実技テスト

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

〇

書道Ⅱ芸術

【 知　識　及　び　技　能 】

（A～F組：中野　）

芸術 書道Ⅱ 2

芸術

B　文化祭作品

２
学
期

【知識・技能】
・行書成立の過程を理解している。
・行書の特徴を理解し習得している。
・代表古典、作者を押さえて各作品の特徴を理
解している。
【思考・判断・表現】
・古典作品を鑑賞し、どのような特徴がある
か、他の作品と比較すると違いはあるのかを時
代背景も含め考えられているか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自分の作品に特徴が表現出来ているか参考見
本と比べ、修正点、改善点を発見出来るか。ま
た、それがわからない時は添削や助言を積極的
に求められるか。

Ｃ 漢字の書（行書）
【知識及び技能】
・行書成立の過程を理解すること。
・行書の特徴を理解し習得するこ
と。
・代表古典、作者を押さえて各作品
の特徴を理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
・古典作品を鑑賞し、どのような特
徴があるか、他の作品と比較すると
違いはあるのか等の鑑賞力を高め
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品の特徴を表現するためには、
どこに注意し、自分の作品のどこを
修正していけば良いのか、見比べ発
見する集中力を高める。



〇 〇 〇 〇 〇 6

2

合
計

68

〇 〇

〇 14〇

【知識・技能】
・仮名の成立を理解出来たか。
・小筆の執筆法を理解し、習得出来たか。
【思考・判断・表現】
・仮名の元の漢字を考えて、リズム良く書けた
か。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常の筆記と違い、仮名文字の字源を意識し
ながら、リズム重視で集中して書くことが出来
たか。 〇 〇

2

〇

D 漢字の書（草書）
【知識及び技能】
・草書成立の過程を理解すること。
・草書の特徴を理解し経験するこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
・特徴を理解する上で既に学習した
楷書・行書と関連付けて考えられる
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・草書の特徴を表現するためには、
筆の細やかな使い方が必要になる。
その使い方に根気よく向かい合う集
中力を高める。

・指導内容
（ア）草書成立の過程を年表等を使
い、理解すること。
（イ）草書の特徴を成立過程から理
解し、経験すること。
（ウ）特徴を理解する上で既に学習
した楷書・行書と関連付けて考えら
れるようにする。
（エ）筆の細やかな使い方に根気強
く向かい合えるようにする。
・教材
教科書・参考プリント

Ｅ 書き初め作品
【知識及び技能】
・漢字五体（楷・行・草・隷・篆）
の基本用筆を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・用筆を理解した上で、自分の好き
な書体を選び、書風を決め表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・自ら決めた書体・書風で良いか、
変更するか、客観的に見る力、修正
点・改善点を見つけ出し、直してい
く集中力を養う。

・指導内容
（ア）参考見本を使い、五体の用
筆、注意点を理解させる。
（イ）字典を使い、各書体の様々な
形を調べ、自分に合う書体・書風を
決める。
（ウ）書いた作品を鑑賞し、自分に
合っているかどうか、合っているな
らば修正点はどこか、合っていない
ならば、どのように変更していくか
助言を与えながら考えさせる。

・教材
五体字類
参考見本・プリント

〇

授業内実技テスト

〇 4

授業内実技テスト
〇 〇 〇 2

【知識・技能】
・五体の用筆等を理解出来たか。また、それを
表現出来たか。
【思考・判断・表現】
・人の真似ではなく、自分で書体・書風を決め
られたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
・書いた作品を見ての判断力、修正力を発揮し
ているか。あるいは、添削や助言を受けて改善
出来たか。

〇 〇 〇

２
学
期

〇 〇 〇

【知識・技能】
・草書成立の過程を理解している。
・草書の特徴を理解し、書けている。
【思考・判断・表現】
・特徴を理解する上で既に学習した楷書・行書
と関連付けて考えられている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・筆の細やかな使い方を繰り返し練習し、上手
く出来ない時に添削や助言を求められるか。

Ｆ仮名の書
【知識及び技能】
・仮名の成立と種類を理解するこ
と。
・小筆の執筆法を理解し、扱えるよ
うにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・仮名の字源を考えて、仮名を書く
時の運筆のリズムを判断し、書ける
ようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
・仮名は元は漢字の当て字から始ま
り、日本独自の文字として成立した
ことを忘れずに、平仮名を大切にす
る心を養い、丁寧に書けるようにす
る。

・指導内容
（ア）仮名の成立を変遷順に理解し
ていく。
（イ）小筆と大筆の違いを理解さ
せ、小筆の扱い方を習得させる。
（ウ）仮名の字源を踏まえて、運筆
のリズムを理解して書けるようにす
る。
（エ）漢字は中国で長い年月を経て
成立してきたのと同様に、仮名は漢
字が日本に伝来し、当て字として日
本語を表記しながら現在の平仮名に
なったことを理解させ、文字を大切
にする心を養う。

・教材
教科書・参考プリント

〇

授業内筆記テスト

〇 〇 〇

３
学
期







年間授業計画　新様式例

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 Ａ 組～ Ｆ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

英語コミュニケーションⅡ

（　組F：菊地　）（　A組：谷口　） （　B組：菊地　） （　C組：谷口　） （　D組：菊地　） （　E組：谷口　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働き
などの理解を深めるとともに、これらの知識
を、聞く事、読むこと、話すこと、書くことに
よる実際のコミュニケーションにおいて、目的
や場面、状況などに応じて適切に活用できる技
能を身に付けている。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などに応じて、日常的な話題や社会的な話題
について、外国語で情報や考えなどの概要や
要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的
確に理解したり、これらを活用して適切に表
現したり伝え合ったりすることができる力を
身に付けている。

第一学習社　CREATIVE English Communication Ⅱ

外国語

日常的な話題や社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確に理解し表現し伝え合う力を養う

外国語の背景にある文化の理解を深め、主体的、自立的に外国語によるコミュニケーションを図る態度を養う

英語コミュニケーションⅡ

態

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

１
学
期

Lesson1
・国連ユース気候サミットの参加者
の活動とメッセージを的確に理解
し，その内容を整理して伝えること
ができる。特にそれぞれの参加者の
問題意識の共通点と，相違点，また
その背景を理解する。
・整理した内容を活用して，自分が
模擬サミットに参加したと想定し
て，環境保護のためにしたい活動を
説明することができる。そのために
具体的で正しい情報を集め，それに
基づいた主張を導く。

〈題材内容とねらい〉
・国連ユース気候サミットの参加
者の活動とメッセージを的確に理
解し，その内容を整理して伝える
ことができる。
・整理した内容を活用して，自分
が模擬サミットに参加したと想定
して，環境保護のためにしたい活
動を説明することができる。
〈文型・文法事項〉
・さまざまな助動詞，分詞構文
（現在分詞）について理解を深
め，これらを適切に活用すること
ができる。
〈五領域の知識・技能〉
・英文の内容に応じた音読をする
ことができる。
〈場面・状況など〉
・模擬サミットの特徴を理解し，
聞き手に配慮して，環境保護のた
めにしたい活動について説明しよ
うとしている。

○ ○ ○

思評価規準

○ ○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく話して伝え合うこと
ができる。
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく話して伝えることが
できる。
＜書くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく書いて伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
＜聞くこと＞
話し手の意図などを念頭に，主体的・自律
的に英文を聞こうとしている。
＜読むこと＞
書き手の意図などを念頭に，主体的・自律
的に英文を読もうとしている。
＜話すこと＞
聞き手に配慮しながら，主体的・自律的に
英語でやり取りしようとしている。

○○ ○

配
当
時
数

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、
聞き手、読み手。話し手、書きてに配慮しなが
ら、主体的・自律的に外国語を用いてコミュニ
ケーションを図ろうとする態度を身に付けてい
る。

外国語の理解を深めながら、その知識を実際のコミュニケーションで適切に活用できる技能を身に付ける

外国語

10



Lesson3
・アスリートのスピーチに見られる
4 つの特徴（相手を称える，相手の
功績を認める，心からの感謝を伝え
る，謙虚な姿勢を示す）について的
確に理解し，その内容を整理して伝
える。
・整理した内容を活用して，高校生
活で達成したいことについてスピー
チをすることができる。

〈題材内容とねらい〉
・アスリートのスピーチに見られ
る特徴について的確に理解し，そ
の内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して，高校
生活で達成したいことについてス
ピーチをすることができる。
〈文型・文法事項〉
・関係代名詞の非制限用法，仮定
法過去・仮定法過去完了について
理解を深め，これらを適切に活用
することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・文章の展開（列挙）に注意し
て，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・スピーチにおける注意点を理解
しようとしている。
・効果的なスピーチにするための
方法を理解し，聞き手に配慮し
て，わかりやすくスピーチをしよ
うとしている。

授業で学習している内容をきちんと習得できているかの確認をする。定期考査

Lesson2
・多様な動物の睡眠行動について的
確に理解し，その内容を整理して伝
えることができる。
・理解し整理した内容を活用して，
自分の普段の睡眠習慣について考察
し，説明することができる。そこか
ら自分の生活習慣について振り返
る。

〈題材内容とねらい〉
・動物の睡眠について的確に理解
し，その内容を整理して伝
えることができる。
・整理した内容を活用して，自分
の睡眠習慣について説明す
ることができる。
〈文型・文法事項〉
・受け身の分詞構文，副詞節中の
〈S＋be〉の省略について
理解を深め，これらを適切に活用
することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・未知語の意味を推測して，英文
を理解することができる。
〈場面・状況など〉
・インタビューにおける注意点を
理解しようとしている。
・聞き手や読み手に配慮して，わ
かりやすく自分の睡眠習慣
について説明しようとしている。

○ ○ ○

○ ○

１
学
期

Lesson1
・国連ユース気候サミットの参加者
の活動とメッセージを的確に理解
し，その内容を整理して伝えること
ができる。特にそれぞれの参加者の
問題意識の共通点と，相違点，また
その背景を理解する。
・整理した内容を活用して，自分が
模擬サミットに参加したと想定し
て，環境保護のためにしたい活動を
説明することができる。そのために
具体的で正しい情報を集め，それに
基づいた主張を導く。

〈題材内容とねらい〉
・国連ユース気候サミットの参加
者の活動とメッセージを的確に理
解し，その内容を整理して伝える
ことができる。
・整理した内容を活用して，自分
が模擬サミットに参加したと想定
して，環境保護のためにしたい活
動を説明することができる。
〈文型・文法事項〉
・さまざまな助動詞，分詞構文
（現在分詞）について理解を深
め，これらを適切に活用すること
ができる。
〈五領域の知識・技能〉
・英文の内容に応じた音読をする
ことができる。
〈場面・状況など〉
・模擬サミットの特徴を理解し，
聞き手に配慮して，環境保護のた
めにしたい活動について説明しよ
うとしている。

○ ○ ○

○

○○

○ ○○

○

○

○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく話して伝え合うこと
ができる。
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく話して伝えることが
できる。
＜書くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく書いて伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
＜聞くこと＞
話し手の意図などを念頭に，主体的・自律
的に英文を聞こうとしている。
＜読むこと＞
書き手の意図などを念頭に，主体的・自律
的に英文を読もうとしている。
＜話すこと＞
聞き手に配慮しながら，主体的・自律的に
英語でやり取りしようとしている。
【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく話して伝え合うこと
ができる。
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく話して伝えることが
できる。
＜書くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題に
関する情報や考え，気持ちなどを，聞いた
り読んだりしたことを参考に，基本的な語
句や文でわかりやすく書いて伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
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○

○

○

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

○ ○

○

○

○

10

10



〈題材内容とねらい〉
・自然災害と防災について的確に
理解し，その内容を整理して伝え
ることができる。
・整理した内容を活用して，防災
グッズについてプレゼンテーショ
ンをすることができる。
〈文型・文法事項〉
・助動詞＋have＋過去分詞，完了
不定詞について理解を深め，これ
らを適切に活用することができ
る。
〈五領域の知識・技能〉
・文章の展開（例示・追加）に注
意して，英文を理解することがで
きる。
〈場面・状況など〉
・効果的なプレゼンテーションに
するための方法を理解し，聞き手
に配慮して，わかりやすくプレゼ
ンテーションをしようとしてい
る。

○ ○ ○

Lesson3
・アスリートのスピーチに見られる
4 つの特徴（相手を称える，相手の
功績を認める，心からの感謝を伝え
る，謙虚な姿勢を示す）について的
確に理解し，その内容を整理して伝
える。
・整理した内容を活用して，高校生
活で達成したいことについてスピー
チをすることができる。

〈題材内容とねらい〉
・アスリートのスピーチに見られ
る特徴について的確に理解し，そ
の内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して，高校
生活で達成したいことについてス
ピーチをすることができる。
〈文型・文法事項〉
・関係代名詞の非制限用法，仮定
法過去・仮定法過去完了について
理解を深め，これらを適切に活用
することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・文章の展開（列挙）に注意し
て，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・スピーチにおける注意点を理解
しようとしている。
・効果的なスピーチにするための
方法を理解し，聞き手に配慮し
て，わかりやすくスピーチをしよ
うとしている。

Lesson4
・自然災害と防災について的確に理
解し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。具体的には，近年の自
然災害の増加，世界と日本の自然災
害の特徴，伝統的な防災への取り組
み，近年の防災のアイディアと技術
をふまえて，自然災害と防災に関す
る理解を深め，その内容を適切に表
現する力を涵養する。
・近年の防災のアイディアと技術を
参考に，自分自身が考えた防災グッ
ズについてプレゼンテーションをす
ることができる。開発したグッズの
素材や作り方だけでなく，災害が起
こったときのことを具体的に想像し
たうえで，そのグッズの必要性につ
いて説得力をもって説明できる力を
涵養する。

○

○

○

１
学
期

定期考査 授業で学習している内容をきちんと習得できているかの確認をする。

○

Lesson5
「日本および世界の元号について的
確に理解し，その内容を整理して伝
えることができる。」日本の元号に
ついては日本史で学習する内容に関
係し，「大化」や「大宝」は高校生
にとってなじみ深い元号ではないだ
ろうか。本課ではまず日本の元号制
度の起源をおさえ，日本の元号制度
が当時の中国の古典文学から引用さ
れる慣習があったことを学ぶ。その
一方で，「令和」はその慣習から外
れ，「万葉集」にある「梅花の歌三
十二首序文」からの引用であること
を学び，実際にこの元号の二文字が
含まれる句に触れる。さらに目を世
界に転じる。最初に，西暦の起源と
なったグレゴリオ暦を，そして，日
本元号の源ともいえる古代中国の
元号制度を学ぶ。古代中国は日本に
とっても，また世界においても先進
国であり，さまざまな道具・知見が
日本へと輸入されたが，元号制度も
その一つであり，天変地異や珍獣と
の遭遇などを経験した当時の為政者
がそういった経験ごとに改元する慣
習も同時に日本に取り入れられたこ
とは，元号を振り返るうえでたいへ
ん興味深いであろう。最後に，「平
成」や「令和」などの元号を西暦と
併用する日本人にとって，元号の意
味を考える。「昭和」「平成」な
ど，その漢字の組み合わせだけの元
号はその時代を象徴するとともに，
その時代に起こったさまざまな出来
事をその時代に生きた人々の間に瞬
時に共有させる不思議な力がある。
「平成」から「令和」への改元を経
験した高校生が，現時点でそれぞれ
の時代の元号からどのようなイメー

〈題材内容とねらい〉
・日本および世界の元号について
的確に理解し，その内容を整理し
て伝えることができる。
・日本の俳句の英訳をすることが
できる。
〈文型・文法事項〉
・関係副詞の非制限用法，同格の
that について理解を深め，これら
を適切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・同格表現や言いかえ表現に注意
して，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・ディスカッションの役割分担を
理解しようとしている。
・読み手に配慮して，わかりやす
い俳句の英訳をしようとしてい
る。 ○ ○ 10

○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○

○ ○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

○
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○

○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

1

○

○

２
学
期

○



○ ○

Lesson6
・フードロスとフードウェイストの
違いやそれぞれの発生原因を正しく
理解したうえで，世界でおこなわれ
ている対策やテクノロジーを使った
取り組みについての情報を把握し，
その内容を整理して伝える。
・整理した内容を踏まえて，自分で
考えた「家庭でフードウェイストを
減らすための行動」をアンケートの
質問項目の形式で表現し，その項目
を設定した理由を説明する。

Lesson7
・南谷真鈴さんの生い立ちやエベレ
スト登頂に至るまでの過程とその後
の探検家グランドスラム達成への冒
険を知り，彼女の今後の活動計画に
ついても知る。さらに，彼女がそれ
らの経験から得たメッセージについ
て的確に理解し，その内容を整理し
て伝えることができる。
・彼女の経験を知り，整理した彼女
のメッセージ内容を活用して，今度
は自分自身の目標や行動計画を説明
することができる。

定期考査

〈題材内容とねらい〉
・フードロス・フードウェイスト
の問題について的確に理解し，そ
の内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して，フー
ドロス・フードウェイストについ
てのアンケートに質問項目を追加
し，その理由を説
明することができる。
〈文型・文法事項〉
・完了形の分詞構文，複合関係詞
について理解を深め，これらを適
切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・文章の展開（対照）に注意し
て，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・英語のアンケートの構成を理解
しようとしている。
・聞き手や読み手に配慮して，ア
ンケートに質問項目を追加し，わ
かりやすくその理由を説明しよう
としている。

○ ○

〈題材内容とねらい〉
・南谷真鈴さんの冒険と，彼女の
メッセージについて的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，自分
自身の目標や行動計画を説明する
ことができる。
〈文型・文法事項〉
・さまざまな仮定法，否定語＋倒
置について理解を深め，これらを
適切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・やり取りをうまく継続させるこ
とができる。
〈場面・状況など〉
・プレゼンテーションの注意点を
理解し，聞き手に配慮して，わか
りやすく自分自身の目標や行動計
画を説明しようとし
ている。

Lesson5
「日本および世界の元号について的
確に理解し，その内容を整理して伝
えることができる。」日本の元号に
ついては日本史で学習する内容に関
係し，「大化」や「大宝」は高校生
にとってなじみ深い元号ではないだ
ろうか。本課ではまず日本の元号制
度の起源をおさえ，日本の元号制度
が当時の中国の古典文学から引用さ
れる慣習があったことを学ぶ。その
一方で，「令和」はその慣習から外
れ，「万葉集」にある「梅花の歌三
十二首序文」からの引用であること
を学び，実際にこの元号の二文字が
含まれる句に触れる。さらに目を世
界に転じる。最初に，西暦の起源と
なったグレゴリオ暦を，そして，日
本元号の源ともいえる古代中国の
元号制度を学ぶ。古代中国は日本に
とっても，また世界においても先進
国であり，さまざまな道具・知見が
日本へと輸入されたが，元号制度も
その一つであり，天変地異や珍獣と
の遭遇などを経験した当時の為政者
がそういった経験ごとに改元する慣
習も同時に日本に取り入れられたこ
とは，元号を振り返るうえでたいへ
ん興味深いであろう。最後に，「平
成」や「令和」などの元号を西暦と
併用する日本人にとって，元号の意
味を考える。「昭和」「平成」な
ど，その漢字の組み合わせだけの元
号はその時代を象徴するとともに，
その時代に起こったさまざまな出来
事をその時代に生きた人々の間に瞬
時に共有させる不思議な力がある。
「平成」から「令和」への改元を経
験した高校生が，現時点でそれぞれ
の時代の元号からどのようなイメー

〈題材内容とねらい〉
・日本および世界の元号について
的確に理解し，その内容を整理し
て伝えることができる。
・日本の俳句の英訳をすることが
できる。
〈文型・文法事項〉
・関係副詞の非制限用法，同格の
that について理解を深め，これら
を適切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・同格表現や言いかえ表現に注意
して，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・ディスカッションの役割分担を
理解しようとしている。
・読み手に配慮して，わかりやす
い俳句の英訳をしようとしてい
る。 ○ ○

○

○ ○ ○
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○ 10

1

○

10○

○ ○

○ ○

○ ○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

○ ○

授業で学習している内容をきちん
と習得できているかの確認をす
る。

○ ○ ○ ○ ○２
学
期

○ ○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

○



○ ○

Lesson7
・南谷真鈴さんの生い立ちやエベレ
スト登頂に至るまでの過程とその後
の探検家グランドスラム達成への冒
険を知り，彼女の今後の活動計画に
ついても知る。さらに，彼女がそれ
らの経験から得たメッセージについ
て的確に理解し，その内容を整理し
て伝えることができる。
・彼女の経験を知り，整理した彼女
のメッセージ内容を活用して，今度
は自分自身の目標や行動計画を説明
することができる。

〈題材内容とねらい〉
・南谷真鈴さんの冒険と，彼女の
メッセージについて的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，自分
自身の目標や行動計画を説明する
ことができる。
〈文型・文法事項〉
・さまざまな仮定法，否定語＋倒
置について理解を深め，これらを
適切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・やり取りをうまく継続させるこ
とができる。
〈場面・状況など〉
・プレゼンテーションの注意点を
理解し，聞き手に配慮して，わか
りやすく自分自身の目標や行動計
画を説明しようとし
ている。

定期考査

〈題材内容とねらい〉
・電池の発展について的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，創造
的であるためには何が必要かを説
明することができる。
〈文型・文法事項〉
・独立不定詞・独立分詞構文，if
... 以外が条件を表す仮定法につ
いて理解を深め，これらを適切に
活用することがで
きる。
〈五領域の知識・技能〉
・文章の展開（時間的順序）に注
意して，英文を理解するこ
とができる。
〈場面・状況など〉
・ユーザーマニュアルの情報の特
徴を理解しようとしている。
・聞き手や読み手に配慮して，創
造的であるためには何が必要かを
わかりやすく説明しようとしてい
る。

○ ○ ○

Lesson8
・教科書本文を読んで，電池の歴史
と仕組み，それが使用される意義や
重要性について的確に理解し，その
内容を整理して伝えることができ
る。
・整理した内容を活用して，創造的
であるためには何が必要かについて
の自分の考えを，本文の内容も念頭
におきながら説明することができ
る。

○ ○ ○
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○ ○ ○
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○ ○

○ ○

○

○ ○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

○

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

２
学
期

授業で学習している内容をきちん
と習得できているかの確認をす
る。

○

Lesson9
・オーバーツーリズムの問題と，
COVID-19以降の新しい旅行様式につ
いて的確に理解し，その内容を整理
して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，旅行の
写真をソーシャルメディアに挙げる
べきかどうかについて，自分の意見
を複数のパラグラフで書くことがで
きる。

〈題材内容とねらい〉
・オーバーツーリズムの問題と新
しい旅行様式について的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，旅行
の写真をソーシャルメディアに挙
げるべきかどうかについて，自分
の意見を複数のパラグラフで書く
ことができる。
〈文型・文法事項〉
・前置詞＋関係代名詞，強調構文
について理解を深め，これらを適
切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・パラグラフごとの役割に注意し
て，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・ソーシャルメディアの特徴を理
解しようとしている。
・旅行の写真をソーシャルメディ
アに挙げるべきかどうかについ
て，読み手に配慮して，自分の意
見を複数のパラグラフでわかりや
すく書こうとしている。

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，

○ ○ ○ ○ ○ 10

３
学
期

○ ○ ○



Lesson9
・オーバーツーリズムの問題と，
COVID-19以降の新しい旅行様式につ
いて的確に理解し，その内容を整理
して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，旅行の
写真をソーシャルメディアに挙げる
べきかどうかについて，自分の意見
を複数のパラグラフで書くことがで
きる。

〈題材内容とねらい〉
・オーバーツーリズムの問題と新
しい旅行様式について的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，旅行
の写真をソーシャルメディアに挙
げるべきかどうかについて，自分
の意見を複数のパラグラフで書く
ことができる。
〈文型・文法事項〉
・前置詞＋関係代名詞，強調構文
について理解を深め，これらを適
切に活用することができる。
〈五領域の知識・技能〉
・パラグラフごとの役割に注意し
て，英文を理解することができ
る。
〈場面・状況など〉
・ソーシャルメディアの特徴を理
解しようとしている。
・旅行の写真をソーシャルメディ
アに挙げるべきかどうかについ
て，読み手に配慮して，自分の意
見を複数のパラグラフでわかりや
すく書こうとしている。

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

10

３
学
期

10

【知識及び技能】
＜聞くこと＞
リズムなどの音声上の特徴を理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
聞く際に，音声上の特徴などの知識を活用
することができる。
＜読むこと＞
語順や意味のまとまりなどを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題の英文を
読む際に，語順や意味のまとまりなどの知
識を活用することができる。
＜話すこと＞
リズムやイントネーションなどの音声上の
特徴を理解している。また，日常的・社会
的な話題に関する情報や考え，気持ちなど
を話して伝え合う際に，音声上の特徴など
の知識を活用することができる。
発表のときに必要な表現などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを話して伝える際
に，発表のときに必要な表現などの知識を
活用することができる。
＜書くこと＞
語順やパラグラフの構造などを理解してい
る。また，日常的・社会的な話題に関する
情報や考え，気持ちなどを書いて伝える際
に，語順やパラグラフの構造などの知識を
活用することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
＜聞くこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を聞いて，必要な情報や概要，要点，
話し手の意図を聞き取ることができる。
＜読むこと＞
コミュニケーションを行う目的，場面，状
況などに応じて，日常的・社会的な話題の
英文を読んで，必要な情報や概要，要点，
書き手の意図を読み取ることができる。
＜話すこと＞

Optionalk Lesson1
・アメリカ人作家 Marjorie
Sharmat（1928年生まれ）によって
1984年に発表された少年少女向けの
短編小
説 “May I Have Your
Autograph?” を読む。本作品は，
当時ラスベガスでプロのギタリスト
としてステージに出ていた彼女の息
子の Craig にひらめきを得て書か
れたものである。主人公が高校生の
年齢と考えられ，生徒が共感をもっ
て読むであろうと期待できる。

○○ ○

〈題材内容とねらい〉
・ストーリーの展開を的確に理解
し，その内容を整理して伝えるこ
とができる。
・整理した内容を活用して，ス
トーリーに関連する自分の考えを
話すことができる。

○ ○ ○

○ ○ ○



1

　　

授業で学習している内容をきちん
と習得できているかの確認をす
る。 ○ ○ ○

３
学
期

○ ○
合
計

105

定期考査



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：（AB組: 池田・岩崎・谷口） （CD組：岩崎・菊地・谷口） （EF組：池田・岩崎・菊地）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

論理・表現Ⅱ

互いの考えや経験を積極的に共有する。授業中
のタスクに積極的に取り組むことができる。

○

知

【学びに向かう力、人間性等】

　・仮定法
【知識及び技能】
　文法項目を理解し、実際に使える
ようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際に会話や英作文で正確かつ分
かりやすい表現を使ってコミュニ
ケーションができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の話や作文に真摯に向かい合
い、理解しようとする。

・仮定法を用いた構文
・Vision Quest English
Logic&Expression Ⅰ　Lesson12
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

定期考査

英語 論理・表現Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

 ・比較表現
【知識及び技能】
　文法項目を理解し、実際に使える
ようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際に会話や英作文で正確かつ分
かりやすい表現を使ってコミュニ
ケーションができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の話や作文に真摯に向かい合
い、理解しようとする。

・比較表現
・Vision Quest English
Logic&Expression Ⅰ　Lesson11
・一人１台端末の活用

○

　・否定・強調・無生物主語・話法
等
【知識及び技能】
　文法項目を理解し、実際に使える
ようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際に会話や英作文で正確かつ分
かりやすい表現を使ってコミュニ
ケーションができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の話や作文に真摯に向かい合
い、理解しようとする。

・Vision Quest English
Logic&Expression ⅠWorkbook
・Vision Quest Ace English
Logic&ExpressionⅡ
・一人１台端末の活用

定期考査

○

態

領域

思

○○

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

３
学
期

不定詞・動名詞・分詞
【知識及び技能】
　文法項目や言葉のルールを理解
し、実際に使えるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際に会話や英作文で正確かつ分
かりやすい表現を使ってコミュニ
ケーションができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の話や作文に真摯に向かい合
い、理解しようとする。

・英文法・語法Vintage/Canvas
・Vision Quest Ace English
Logic&ExpressionⅡ
・一人１台端末の活用

○ ○ ○

２
学
期

時制、受動態・助動詞・仮定法
【知識及び技能】
　文法項目や言葉のルールを理解
し、実際に使えるようになる。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際に会話や英作文で正確かつ分
かりやすい表現を使ってコミュニ
ケーションができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　相手の話や作文に真摯に向かい合
い、理解しようとする。

・英文法・語法Vintage/Canvas
・Vision Quest Ace English
Logic&ExpressionⅡ
・一人１台端末の活用

○ ○

1

20

10

○

【知識及び技能】
　文法項目とルールを理解し、実際の
文で使えるか。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際の会話や英作文・スピーチ・プレ
ゼンテーション等の中で相手に伝わる表
現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　人とのコミュニケーションにおいて、
積極的に理解しようとしている

○

○ ○

○

○

【知識及び技能】
　文法項目とルールを理解し、実際の
文で使えるか。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際の会話や英作文・スピーチ・プレ
ゼンテーション等の中で相手に伝わる表
現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　人とのコミュニケーションにおいて、
積極的に理解しようとしている

○ ○

○○

○

○

○

外国語

○

○ ○

○

○ ○ ○

Vision Quest Stamndard

外国語

日常的な話題や社会的な話題について、情報や考えなどを外国語で的確に理解し表現し伝え合う力を養う

外国語の背景にある文化の理解を深め、主体的、自立的に外国語によるコミュニケーションを図る態度を養う

論理・表現Ⅱ

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の理解を深めながら、その知識を実際のコミュニケーションで適切に活用できる技能を身に付ける

4

4

1

8

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
　文法項目とルールを理解し、実際の
文で使えるか。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際の会話や英作文・スピーチ・プレ
ゼンテーション等の中で相手に伝わる表
現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　人とのコミュニケーションにおいて、
積極的に理解しようとしている。

【知識及び技能】
　文法項目とルールを理解し、実際の
文で使えるか。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際の会話や英作文・スピーチ・プレ
ゼンテーション等の中で相手に伝わる表
現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　人とのコミュニケーションにおいて、
積極的に理解しようとしている

【知識及び技能】
　文法項目とルールを理解し、実際の
文で使えるか。
【思考力、判断力、表現力等】
　実際の会話や英作文・スピーチ・プレ
ゼンテーション等の中で相手に伝わる表
現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　人とのコミュニケーションにおいて、
積極的に理解しようとしている

配
当
時
数

文法や語彙、音声を含む英語の特徴やきまりに
関する事項を理解し、実際のコミュニケーショ
ンで使えるようにする。

相手に伝わりやすい表現を考えてアウトプットでき
る力をつける。

○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和５年度（2学年用） 教科 家庭  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 A 組～ F 組

教科担当者：（　AB組：友成・岩元・近藤　） （　CD組：友成・岩元　） （　EF組：友成・岩元　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

・様々な人々と協働し、自分や他者・地域の生
活を主体的に創造しようとする実践的な態度を
養うことができる。

思
考

表
現

技
術

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・家族・家庭，衣食住，消費や環境などについ
て、生活を主体的に営むために必要な理解がで
きている。
・実生活に必要な基礎的技術を身につけてい
る。

・家庭や地域及び社会における生活の中から問
題を見いだして課題を設定できている。
・課題を見出し解決策を厭離的に考え表現でき
ている。

東京書籍　家庭基礎　自立・共生・創造

家庭

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を考え実践を評価・改善し、考察
したことを根拠に基づいて論理的に表現できる。
様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭・地域の生
活を主体的に創造しようとする実践的な態度を養うことができる。

家庭基礎

配
当
時
数

知

家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて、生活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係
る技能を身に付けるようにする。

思 態

19

１
学
期

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
管
理

評価規準

○ ○ ○ 22

【知識及び技能】
・人の一生について，自己と他者、社会との
関わりから様々な生き方があることを理解で
きている。
・旧民法と現行民法に違いについて理解す
る。
・乳幼児期の心身の発達とそれを支える生
活，子供が育つ環境，子育て支援，乳幼児と
の関わり方などについて基礎的な知識や技能
を身につける。
・玉止め・玉結び・なみ縫い・まつり縫い・
ボタン付けの方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯を見通して、生活課題に対応し意思決
定をしていくことの重要性について理解を深
め、自己表現できている。
・将来の自立に向けて必要な情報などを理解
し整理できている。
・玉止め・玉結び・なみ縫い・まつり縫い・
ボタン付けを丁寧かつ丈夫に行うために必要
なことを考えられてる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自身の将来について考え、職業選択，仕事
と生活の調和を主体的に考え他者と意見交換
し多様な考えを共有しようとしている。
・基礎縫いの技術を身につけようと積極的に
取り組んでいる。

A  食生活と健康・衣生活と健康
【知識及び技能】
・ライフステージに応じた栄養の特徴や食品
の栄養的特質，健康や環境に配慮した食生活
について理解している。
・おいしさの構成要素や食品の調理上の性
質，食品衛生について理解できている。
・調理の基礎技術や食品衛生魏技術を身につ
けている。
・基礎的裁縫技術を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の食生活を振り返り、自身や他者のラ
イフステージに応じた健康によい食生活の在
り方及び環境の維持について考え、表現でき
ている。。
・被服の機能性や快適性について考察し，安
全で健康や環境に配慮した被服の管理や目的
に応じた着装を工夫を考え表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
・日本の食文化について積極的に理解しよう
としている。
・おいしさの構成要素や食品の調理上の性
質，食品衛生について理解し，目的に応じた
調理に必要な技能を身に付けるために積極的
に取り組んでいる。
・基礎的裁縫技術を活用し、自分らしい作品
を完成させられるよう積極的に取り組んでい
る。

○ ○ ○

A  食生活と健康・衣生活と健康
【知識及び技能】
・ライフステージに応じた栄養の特
徴や食品の栄養的特質，健康や環境
に配慮した食生活について理解す
る。
・おいしさの構成要素や食品の調理
上の性質，食品衛生について理解
し，目的に応じた調理に必要な技能
を身に付ける。
・被服材料，被服構成及び被服衛生
について理解できている。
・基礎的裁縫技術の定着がでいてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・自分の食生活を振り返り，食品購
入から調理，食事において，ライフ
ステージの特徴に応じた健康によい
食生活の在り方及び環境の維持につ
いて考え、表現できている。
・被服の機能性や快適性について考
察し，安全で健康や環境に配慮した
被服の管理や目的に応じた着装を工
夫を考え表現できている。

【学びに向かう力、人間性等】
・ライフステージに応じた栄養の特
徴や食品の栄養的特質について理解
し、自身や家族の健康について積極
的に考えられている。
・様々な食文化について積極的に理
解しようとしている。
・基礎的裁縫技術を活用し、作品を
丁寧に完成させようとしている。

○

家庭基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

A人の一生と家族・家庭及び福祉子
供の生活と保育・衣生活と健康
【知識及び技能】
・人の一生について，自己と他者、
社会との関わりから様々な生き方が
あることを理解する。
・現在と過去の家族法の違いについ
て理解できている。
・乳幼児期の心身の発達や支援に必
要な基礎的知識を身につける。
・基礎的裁縫技術を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
・生涯を見通して，生活課題に対応
し意思決定をしていくことの重要性
について理解を深め、自己表現でき
ている。
・自立した生活を営むために必要な
情報の収集・整理を行う。
・様々な縫い方がどのような点に活
用できるのか考え、丁寧に縫い方を
表現できるよう工夫で来ている。

【学びに向かう力、人間性等】
・自分の目指すライフスタイルを実
現するために，各ライフステージの
特徴と課題やライフイベントと関連
付けたり，職業選択，仕事と生活の
調和を主体的に考えようとしてい
る。
・衣服の修繕などに活用できる基礎
的な技術を身につけようと積極的に
取り組んでいる。

・指導事項
〇人の一生について，自己と他
者、社会との関わりから様々な生
き方をグループワークなどを通し
て考える。
○基礎縫いを学ぶ。

・教材
教科書・プリント・裁縫道具
、一人１台端末の活用　等

家庭 家庭基礎 2

２
学
期

・指導事項
〇ライフステージに応じた栄養の
特徴や食品の栄養的特質，健康や
環境に配慮した食生活について理
解する。
○ライフステージの特徴に応じた
健康によい食生活の在り方を考え
る、。
○基礎的調理技術を身につける。
〇被服材料，被服構成及び被服衛
生について理解できている。
○基礎的裁縫技術を定着し、作品
の製作を行う。

・教材
教科書・プリント・ペンケース食
品

○ ○ ○
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A住生活と住環境・持続可能な消費生活・環
境・消費行動と意思決定・生涯の生活設計
【知識及び技能】
・ライフステージに応じた住生活の特徴，防
災などの安全や環境に配慮した住居の機能に
ついて理解し，デジタル平面計画を使って平
面図を表現できている。
・消費者の権利と責任を自覚して行動できる
よう消費生活の現状と課題，消費行動を考え
契約に関するトラブルなどを理解し対策を考
える。
【思考力、判断力、表現力等】
・住居の機能性や快適性，住居と地域社会と
の関わりについて考え表現できている。
・生涯のリスクなども考えライフプランを考
え表現できている。
【学びに向かう力、人間性等】
・多様な状況にあった住居を考え工夫した間
取りを積極的に考え表現しようとしている。
・18歳成人を意識して積極的に消費生活につ
いて学ぼうとしている。

３
学
期

○ 〇 〇

A住生活と住環境・持続可能な消費
生活・環境・消費行動と意思決定・
生涯の生活設計
【知識及び技能】
・ライフステージに応じた住生活の
特徴，防災などの安全や環境に配慮
した住居の機能について理解し，適
切な住居の計画・管理に必要な技能
を身に付ける。
・家計の構造や生活における経済と
社会との関わり，家計管理について
理解する。
・消費者の権利と責任を自覚して行
動できるよう消費生活の現状と課
題，消費行動における意思決定や契
約の重要性，消費者保護の仕組みに
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・住居の機能性や快適性，住居と地
域社会との関わりについて考察し，
防災などの安全や環境に配慮した住
生活を考える。
・生涯を見通した生活における経済
の管理や計画の重要性について，ラ
イフステージや社会保障制度などと
関連付けて考察する。
・生涯のライフプランを考え表現で
きている。
【学びに向かう力、人間性等】
・家族の状況や・環境にあった住居
を積極的に考えようとしている。
・18歳成人を考え消費生活を主体的
に学ぼうとしている。

・指導事項
〇タブレット端末を活用し、住空
間を表現し、他者と共有する。
○18歳成人を考え消費生活を学
ぶ。
○生涯のライフプランを考え表現
できている。

・教材
プリント・タブレット・教科書・
おとなドリル・デジタル平面計
画・ライフプラン


